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決
算
状
況

普通会計とは
　地方公共団体ごとに会計（一般
会計・特別会計）の範囲が異なっ
ていることから、統一基準で整理
して比較できるようにした地方財
政統計上の会計区分です。まんの
う町の場合は一般会計と診療所特
別会計が普通会計となりますが、
一般会計で介護サービス事業を実
施している場合は特別会計で実施
したものとして、普通会計の歳入・
歳出から差し引かれます。また、
後期高齢者医療に係る広域連合へ
の派遣職員の人件費も普通会計の
歳入・歳出から規模控除されます。

人件費
職員などに対し勤労の対価、報酬として支払
われる経費

扶助費
社会福祉や老人・児童福祉など安定した社会
生活の保障に要する経費

普通建設事業費（補助）
道路、橋りょうなどの建設事業に要する経費で、国・
県から補助を受けて実施する事業に要する経費

災害復旧事業費
災害によって被害を受けた施設などを原型に
復旧するための事業に要する経費

物件費
人件費、維持補修費、扶助費、補助金等以外
の消費的性質の経費

維持補修費
公共施設等の効用を保全し維持するための
施設補修に要する経費

補助費等
各種団体に対する負担金補助及び交付金等
に要する経費

繰出金
一般会計と特別会計または企業会計相互間
の予算の相互充用に要する経費

普通建設事業費（単独）
道路、橋りょうなどの建設事業に要する経費で、
国から補助を受けることなく独自の財源（単県
含む）で任意に実施する事業に要する経費

公債費
町の借金（償還及び利子）の支払いに要する経費

積立金
基金の積立に要する経費

投資及び出資金
資金の投資及び出資に要する経費

貸付金
資金の貸付に要する経費

普通建設：県営事業負担金
県が行う事業に対し町が負担する経費

平成23年度 普通会計歳入決算状況

平成23年度 普通会計性質別歳出決算状況

町税（19.4％）
1,922,609千円 

地方債
（7.5％）
740,090
千円

自主財源
（31.3％）

3,095,737千円 

依存財源
（68.7％）

6,807,210千円 

国庫支出金
（7.2％）
714,858千円 

県支出金
（6.7％）
666,670千円

地方交付税（43.1％）
4,268,361千円

地方譲与税（1.2％）
116,740千円 

利子割交付金
（0.1％）
8,070千円 

配当割交付金
（0.1％）
5,171千円  

ゴルフ場利用税
交付金（0.6％）
60,484千円

株式等譲渡所得
割交付金（0.0％）
973千円

地方消費税
交付金（1.6％）
161,776千円

交通安全対策
特別交付金
（0.1％）
4,539千円 

分担金及び
負担金（0.8％）
77,450千円 

使用料及び
手数料（2.4％）
242,358千円 

財産収入（2.1％）
207,025千円

寄附金（0.0％）
1,335千円 

自動車取得税
交付金（0.3％）
27,496千円

地方特例
交付金等（0.3％）
31,982千円

平成23年度
普通会計歳入
9,902,947千円

平成23年度
普通会計性質別歳出
8,848,111千円

繰入金（0.1％）
9,856千円 

繰越金（4.3％）
422,769千円 

諸収入（2.1％）
212,335千円

義務的経費
（42.4％）
3,751,911千円

投資的経費
（13.5％）
1,197,610千円

その他の経費
（44.1％）
3,898,590千円

人件費（19.8％）
1,751,857千円

扶助費
（11.6％）
1,026,405千円

公債費（11.0％）
973,649千円

普通建設：補助
（2.6％）236,576千円

普通建設：単独
（9.8％）869,138千円

普通建設：県営事業負担金
（0.4％）
33,936千円

災害復旧事業
（0.7％）
57,960千円

物件費（14.9％）
1,316,104千円

維持補修費
（1.6％）
138,431千円

補助費等
（13.5％）
1,195,829千円

積立金（1.5％）
130,390千円 

投資及び出資金
（0％）0千円 

貸付金（0.1％）
9,800千円 

繰出金（12.5％）
1,108,036千円 

決
算
状
況

まんのう町 平成22年度決算の財務諸表 

貸借対照表（バランスシート）

貸借対照表を住民1人あたりに換算すると･･･

～貸借対照表の主な分析指標～

貸借対照表（バランスシート）は、会計年度末にまんのう町が保有している資産と、その資産を取得するために
使ったお金の調達方法を表しています。現金の収支に注目するこれまでの決算書では表示することができな
かった、まんのう町の財産や負債など、これまでの資産形成の結果を知ることができます。

道路や学校など町
が保有する公共施
設の総額。

地方債の残高や退
職手当などの総額。
将来世代が負担す
る金額。

道路や学校等の整
備の財源として受
けた国や県からの
補助金や地方税な
どの総額。
これまでの世代が
負担してきた金額。

特定の目的で積み
立てた基金や出資
金などの総額。

現金・預金と現金化
しやすい地方税など
の未収金の総額。
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約270万3千円

有価証券や定期預金等
約8万5千円

約93万4千円

現金や普通預金等
約30万円

約308万8千円
負債の部＝
将来支払わなければ
ならないお金
ローンの残高等

約215万4千円

純資産＝
すでに支払ったお金
土地や建物の購入の
ための親からの援助金
や、自己資金等

借　方
流動資産

貸　方
投資等 純資産 流動負債 固定負債公共資産

翌年度支払い予定の負債額に対して、すぐに支払いに充て
ることの出来る現金・預金がどのぐらいあるのかを示す指
標です。（流動比率＝流動資産÷流動負債）
まんのう町の流動比率 ＝ 391.4％

流動比率
現在所有している資産について、現世代でどのくらい既に
支払ってしまっているかを示す指標です。
（純資産比率＝純資産÷資産総額）
まんのう町の純資産比率 ＝ 69.8％

純資産比率
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の派遣職員の人件費も普通会計の
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平成２４年第３回定例会（9月10日～25日）

議案
第5号

まんのう町官民連携事業に関する
個別外部監査契約の締結について

議案
第6号

平成２４年度まんのう町
一般会計補正予算（案）第２号

議案
第7号

平成２４年度まんのう町
国民健康保険特別会計補正予算（案）第１号

""
""

平成２４年度まんのう町下水道特別会計補正予算（案）第1号
平成２４年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（案）第1号
平成２４年度まんのう町水道事業会計補正予算（案）
エピアみかどの指定管理者の指定について
まんのう町琴南健康ふれあいの里の指定管理者の指定について
"まんのう町琴南高齢者婦人活動センターの指定管理者の指定
について"
大川山キャンプ場の指定管理者の指定について
まんのう町塩入ふれあいセンターの指定管理者の指定について
塩入ふれあいロッジの指定管理者の指定について
塩入ふるさと研修館の指定管理者の指定について
塩入健康センターの指定管理者の指定について
まんのう町仲南特産品センターの指定管理者の指定について
まんのう町仲南道の駅交流センターの指定管理の指定について
二宮忠八飛行館の指定管理者の指定について
地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書（案）
"尖閣諸島の国有化に反対する中国に対して、外交の見直しを
求める意見書（案）"
議員派遣の件
閉会中の継続調査について

平成２４年第４回臨時会（7月17日）
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議
決
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議
員
名

※可／可決　否／否決　認／認定　推／推薦　継／継続審査　○／賛成　X／反対
※議長は可否同数の場合にのみ表決権を有します。〈議長　議席番号 16番〉

議案名等

議案
第11号

平成２４年度まんのう町
下水道特別会計補正予算（案）第1号

議案
第12号

平成２４年度まんのう町　浄化槽整備
推進事業特別会計補正予算（案）第1号

議案
第13号

平成２４年度まんのう町
水道事業会計補正予算（案）第1号

議案
第14号

エピアみかどの指定管理者の
指定について

議案
第15号

まんのう町琴南健康ふれあいの
里の指定管理者の指定について

議案
第16号

まんのう町琴南高齢者婦人活動センター
の指定管理者の指定について

議案
第17号

大川山キャンプ場の
指定管理者の指定について

議案
第18号

まんのう町塩入ふれあいセンターの
指定管理者の指定について

議案
第19号

塩入ふれあいロッジの
指定管理者の指定について

議案
第20号

塩入ふるさと研修館の
指定管理者の指定について

議案
第21号

塩入健康センターの
指定管理者の指定について

まんのう町仲南特産品センターの
指定管理者の指定について

議案
第22号

議案
第23号

議案
第24号

二宮忠八飛行館の指定管理者の
指定について

まんのう町仲南道の駅交流センターの
指定管理の指定について
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意見書
第1号

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・
充実する仕組み」の構築を求める意見書（案）

意見書
第2号

尖閣諸島の国有化に反対する中国に対して、
外交の見直しを求める意見書（案）

議員派遣の件

閉会中の継続調査について

議案
第8号

平成２４年度まんのう町
介護保険特別会計補正予算（案）第1号

9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
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9
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9
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9
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9
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9
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議案
第9号

平成２４年度まんのう町
診療所特別会計補正予算（案）第1号

議案
第10号

平成２４年度まんのう町
簡易水道特別会計補正予算（案）第1号

議席番号 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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議案
第1号 建物の取得について

7
17

議案
第2号

香川県市町総合事務組合を組織する
地方公共団体の数の増加及び香川県
市町総合事務組合規約の一部変更について

7
17

推薦
第1号

農業委員会委員となるべき者の
推薦について

7
17

議
案
採
決
結
果

議案採決結果

谷
森
　哲
雄

16議席番号

議席番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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議案名等

認定
第1号

平成２３年度まんのう町
一般会計歳入歳出決算認定

認定
第2号

平成２３年度まんのう町
国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

認定
第3号

平成２３年度まんのう町
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

認定
第4号

平成２３年度まんのう町
介護保険特別会計歳入歳出決算認定

認定
第5号

平成２３年度まんのう町
診療所特別会計歳入歳出決算認定

認定
第6号

平成２３年度まんのう町
簡易水道特別会計歳入歳出決算認定

認定
第7号

平成２３年度まんのう町
下水道特別会計歳入歳出決算認定

認定
第8号

平成２３年度まんのう町
農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定

認定
第9号

平成２３年度まんのう町
浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算認定

認定
第10号

平成２３年度まんのう町
水道事業会計決算認定

議案
第1号

まんのう町防災会議条例等の
一部改正について

香川県後期高齢者医療広域連合
規約の一部変更について

議案
第2号

字の区域の変更について議案
第3号

議案
第4号

まんのう町官民連携事業に関する個別外部
監査契約に基づく監査によることについて
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平成２４年第３回定例会（9月10日～25日）

議案
第5号

まんのう町官民連携事業に関する
個別外部監査契約の締結について

議案
第6号

平成２４年度まんのう町
一般会計補正予算（案）第２号

議案
第7号

平成２４年度まんのう町
国民健康保険特別会計補正予算（案）第１号

""
""

平成２４年度まんのう町下水道特別会計補正予算（案）第1号
平成２４年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（案）第1号
平成２４年度まんのう町水道事業会計補正予算（案）
エピアみかどの指定管理者の指定について
まんのう町琴南健康ふれあいの里の指定管理者の指定について
"まんのう町琴南高齢者婦人活動センターの指定管理者の指定
について"
大川山キャンプ場の指定管理者の指定について
まんのう町塩入ふれあいセンターの指定管理者の指定について
塩入ふれあいロッジの指定管理者の指定について
塩入ふるさと研修館の指定管理者の指定について
塩入健康センターの指定管理者の指定について
まんのう町仲南特産品センターの指定管理者の指定について
まんのう町仲南道の駅交流センターの指定管理の指定について
二宮忠八飛行館の指定管理者の指定について
地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書（案）
"尖閣諸島の国有化に反対する中国に対して、外交の見直しを
求める意見書（案）"
議員派遣の件
閉会中の継続調査について

平成２４年第４回臨時会（7月17日）

9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
10
9
10
9
25
9
10
9
10
9
25
9
25

議
案
採
決
結
果

谷
森
　哲
雄

16議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
髙
木
　
　堅

川
原
　茂
行

大
西
　
　豊

三
好
　勝
利

藤
田
　昌
大

大
西
　
　樹

白
川
　皆
男

白
川
　年
男

関
　
　洋
三

本
屋
敷
　崇

白
川
　正
樹

合
田
　正
夫

田
岡
　秀
俊

川
西 

米
希
子

大
岡
　克
三

議
決
結
果

議
決
月
日

反
　
　対

賛
　
　成

議
員
名

※可／可決　否／否決　認／認定　推／推薦　継／継続審査　○／賛成　X／反対
※議長は可否同数の場合にのみ表決権を有します。〈議長　議席番号 16番〉

議案名等

議案
第11号

平成２４年度まんのう町
下水道特別会計補正予算（案）第1号

議案
第12号

平成２４年度まんのう町　浄化槽整備
推進事業特別会計補正予算（案）第1号

議案
第13号

平成２４年度まんのう町
水道事業会計補正予算（案）第1号

議案
第14号

エピアみかどの指定管理者の
指定について

議案
第15号

まんのう町琴南健康ふれあいの
里の指定管理者の指定について

議案
第16号

まんのう町琴南高齢者婦人活動センター
の指定管理者の指定について

議案
第17号

大川山キャンプ場の
指定管理者の指定について

議案
第18号

まんのう町塩入ふれあいセンターの
指定管理者の指定について

議案
第19号

塩入ふれあいロッジの
指定管理者の指定について

議案
第20号

塩入ふるさと研修館の
指定管理者の指定について

議案
第21号

塩入健康センターの
指定管理者の指定について

まんのう町仲南特産品センターの
指定管理者の指定について

議案
第22号

議案
第23号

議案
第24号

二宮忠八飛行館の指定管理者の
指定について

まんのう町仲南道の駅交流センターの
指定管理の指定について

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

6

15

15

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

0

0

可

可

可

可

可

可

継

継

継

継

継

継

継

継

継

継

継

可

否

可

可

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

意見書
第1号

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・
充実する仕組み」の構築を求める意見書（案）

意見書
第2号

尖閣諸島の国有化に反対する中国に対して、
外交の見直しを求める意見書（案）

議員派遣の件

閉会中の継続調査について

議案
第8号

平成２４年度まんのう町
介護保険特別会計補正予算（案）第1号

9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
25
9
10
9
25
9
25
9
25

議案
第9号

平成２４年度まんのう町
診療所特別会計補正予算（案）第1号

議案
第10号

平成２４年度まんのう町
簡易水道特別会計補正予算（案）第1号

議席番号 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15



議会だよりまんのう町 2012 No.5 6

　

琴
南
地
区
の
大
川
山
頂
に
あ
る
大
月
氏
所
有
の
天

体
観
測
施
設
を
備
え
た
建
物
を
購
入
し
、
歴
史
文
化

や
天
文
学
の
発
信
地
と
し
て
、
ま
た
、
訪
れ
た
人
々

に
「
豊
か
な
心
の
情
操
」
を
図
る
た
め
、
社
会
教
育

施
設
と
し
て
整
備
を
行
な
う
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
６
月
22
日
付
け
で
設
立
さ
れ
た
小
豆
医

療
組
合
が
、
香
川
県
市
町
総
合
事
務
組
合
に
加
入
し

よ
う
と
す
る
こ
と
に
従
い
、
地
方
自
治
法
第
２
８
６

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
一
部
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
一
部
事
務
組

合
の
規
約
の
変
更
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
の
協

議
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
第

２
９
０
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求
め

円
。
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
は

２
億
９
６
０
０
万
２
０
０
０
円
。

【
反
対
討
論
】
本
屋
敷 

議
員

　

各
種
団
体
の
補
助
金
や
議
会
が
紛
糾
し
た
満
濃
中

学
校
改
築
等
複
合
施
設
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
等
の
行
政
執
行
、
ま
た
、
事
業
の
精
査
等
に
お

い
て
適
切
な
行
政
執
行
が
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し

た
た
め
、
決
算
に
お
い
て
は
不
同
意
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
賛
成
討
論
】
白
川
皆
男 

議
員

　

各
種
補
助
金
の
見
直
し
・
各
施
設
の
統
廃
合
に
つ

い
て
、
来
年
度
以
降
に
十
分
検
討
す
る
と
の
答
弁

が
あ
り
、
ま
た
、
満
中
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て
も
契

約
内
容
に
沿
っ
て
順
調
に
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
た

め
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
賛
成
す
る
。

　

歳
入
決
算
額
24
億
２
６
７
万
１
１
６
２
円
、
歳
出

決
算
額
23
億
６
９
１
２
万
９
６
１
７
円
で
歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
３
３
５
４
万
１
５
４
５
円
。
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
０
円
で
翌
年
度
へ
の
繰
越
額

は
３
３
５
４
万
１
５
４
５
円
。

る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
７
月
19
日
に
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期

が
満
了
と
な
る
た
め
、
議
会
か
ら
４
名
の
推
薦
を
し

た
。

ま
ん
の
う
町
造
田　
　

山
下　

博
史

ま
ん
の
う
町
炭
所
西　

小
野　
　

隆

ま
ん
の
う
町
真
野　
　

山
内　

政
美

ま
ん
の
う
町
佐
文　
　

白
川　

一
行

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
で
は
、
町
長
は
議

会
が
推
薦
す
る
学
識
経
験
を
有
す
る
者
４
人
以
内
を

農
業
委
員
に
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。

　

歳
入
決
算
額
98
億
２
６
９
４
万
３
４
６
９
円
、

歳
出
決
算
額
87
億
７
５
３
１
万
１
０
９
６
円
で
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
10
億
５
１
６
３
万
２
３
７
３

議
案
紹
介

平
成
24
年
第
4
回
臨
時
会

平
成
24
年
第
３
回
定
例
会

議
案
第
１
号 

「
建
物
の
取
得
に
つ
い
て
」

認
定
第
１
号
　
平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
２
号
　
平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

推
薦
第
1
号 

農
業
委
員
会
委
員
と
な
る
べ

き
者
の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
２
号 

香
川
県
市
町
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及

び
香
川
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
採
決
結
果

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
推
薦

全
会
一
致
可
決

賛
成
多
数
可
決

全
会
一
致
可
決

【
即
決
】

【
即
決
】

【
即
決
】

【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

委
員
会
議
審
議
結
果

委
員
会
議
審
議
結
果

賛
成
多
数
可
決

全
会
一
致
可
決

議
案
紹
介
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歳
入
決
算
額
２
億
５
８
１
３
万
４
０
０
１
円
、
歳

出
決
算
額
２
億
４
５
１
５
万
２
２
０
２
円
で
歳
入
歳

出
差
引
残
額
は
１
２
９
８
万
１
７
９
９
円
。
翌
年
度

へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
０
円
で
翌
年
度
へ
の
繰
越

額
は
１
２
９
８
万
１
７
９
９
円
。

　

歳
入
決
算
額
21
億
５
３
５
７
万
９
１
３
９
円
、
歳

出
決
算
額
21
億
１
７
７
４
万
６
５
４
４
円
で
歳
入
歳

出
差
引
残
額
は
３
５
８
３
万
２
５
９
５
円
。
翌
年
度

へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
73
万
５
０
０
０
円
で
翌
年

度
へ
の
繰
越
額
は
３
５
０
９
万
７
５
９
５
円
。

　

歳
入
決
算
額
１
億
２
１
７
０
万
６
５
５
２
円
、
歳

出
決
算
額
８
９
８
０
万
８
２
８
７
円
で
歳
入
歳
出
差

引
残
額
は
３
１
８
９
万
８
２
６
５
円
。
翌
年
度
へ
繰

　

歳
入
決
算
額
２
９
１
６
万
９
５
７
５
円
、
歳
出

決
算
額
２
６
７
７
万
１
３
８
４
円
で
歳
入
歳
出
差

引
残
額
は
２
３
９
万
８
１
９
１
円
。
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
は
０
円
で
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
は

２
３
９
万
８
１
９
１
円
。

　

歳
入
決
算
額
５
４
７
９
万
３
９
６
２
円
、
歳
出
決

算
額
５
４
７
９
万
３
９
６
２
円
で
歳
入
歳
出
差
引
残

額
は
０
円
。
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
及
び
翌

年
度
へ
繰
越
額
と
も
に
０
円
。

　

営
業
収
益
は
２
億
５
３
４
８
万
９
８
１
２
円
、

営
業
費
用
は
２
億
６
０
５
万
３
４
６
８
円
で
差
引

き
４
７
４
４
万
５
３
４
４
円
が
営
業
利
益
。
営

業
外
収
益
は
１
２
６
７
万
６
１
６
０
円
、
営
業

り
越
す
べ
き
財
源
は
０
円
で
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
は

３
１
８
９
万
８
２
６
５
円
。

　

歳
入
決
算
額
２
億
５
３
３
６
万
３
３
１
８
円
、
歳

出
決
算
額
２
億
３
７
７
８
万
６
４
２
４
円
で
歳
入
歳

出
差
引
残
額
１
５
５
７
万
６
８
９
４
円
。
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
０
円
で
翌
年
度
へ
の
繰
越
額

は
１
５
５
７
万
６
８
９
４
円
。

　

歳
入
決
算
額
１
億
７
５
７
０
万
８
４
９
１
円
、
歳

出
決
算
額
１
億
７
１
１
３
万
６
６
５
２
円
で
歳
入
歳

出
差
引
残
額
４
５
７
万
１
８
３
９
円
。
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
は
３
０
万
円
で
翌
年
度
へ
の
繰
越

額
は
４
２
７
万
１
８
３
９
円
。

認
定
第
３
号
　
平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
５
号
　
平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
診
療

所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
６
号
　
平
成
23
年
度
簡
易
水
道
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
７
号
　
平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
下
水

道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
８
号
　
平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
農
業
集

落
排
水
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
４
号
　
平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】

【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】

【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

委
員
会
議
審
議
結
果

委
員
会
議
審
議
結
果

委
員
会
議
審
議
結
果

委
員
会
議
審
議
結
果

委
員
会
議
審
議
結
果

委
員
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

認
定
第
９
号
　
平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
浄
化
槽
整
備

推
進
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

委
員
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

認
定
第
10
号
　
平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
紹
介
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外
費
用
は
３
１
７
６
万
１
１
５
８
円
で
、
差
引
き

１
９
０
８
万
４
９
９
８
円
の
赤
字
で
営
業
利
益
か
ら

差
し
引
き
ま
す
と
経
常
利
益
は
２
８
３
６
万
３
４
６

円
。
特
別
損
失
で
８
２
万
１
５
５
３
円
は
不
納
欠
損

し
た
金
額
で
、
経
常
利
益
か
ら
差
し
引
く
と
当
年
度

純
利
益
は
、
２
７
５
３
万
８
７
９
３
円
と
な
り
、
前

年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
の
１
５
１
７
万
１
２
９
５

円
を
加
算
し
て
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は

４
２
７
１
万
88
円
。

　

今
ま
で
防
災
会
議
は
災
害
対
策
の
総
合
的
・
計
画

的
な
推
進
を
担
う
場
で
あ
り
、
平
時
に
お
い
て
防
災

計
画
を
作
成
す
る
ほ
か
、
非
常
災
害
に
際
し
て
緊
急

措
置
に
関
す
る
計
画
を
作
成
・
実
施
す
る
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
は
機
動
性
が
求
め
ら
れ

る
災
害
応
急
対
策
は
災
害
対
策
本
部
に
一
元
化
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
役
割
分

担
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
複
数
多
岐
に
わ
た
る
多
く
の
業
務

が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な
理
解
を
深
め
な
け
れ
ば

監
査
の
実
施
が
難
し
い
こ
と
、
ま
た
、
長
期
契
約
に

よ
り
継
続
的
に
実
施
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
本
年
が
２

年
目
で
あ
り
、
監
査
の
継
続
性
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
昨
年
度
に
引
き
続
き
本
町
が
適
切
に
監
査
を
行

え
る
監
査
人
で
あ
る
と
認
め
た
三
和
会
計
事
務
所
の

　

税
理
士
、
米
田
守
宏
氏
と
の
個
別
外
部
監
査
契
約

締
結
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
８
５
２
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
３
億
５
０
９
６
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

地
方
債
の
補
正
は
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事

業
の
財
源
と
し
て
１
１
０
０
万
円
を
追
加
す
る
も
の

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
香
川

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
経
費
の
支
弁

の
方
法
に
係
る
規
定
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
吉
野
字
馬
谷
に
編
入
す
る

区
域
と
し
て
、
吉
野
字
五
毛
上
所
の
３
７
２
８
番
と

３
７
２
９
番
、
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水

路
で
あ
る
町
有
地
の
全
部
を
吉
野
字
馬
谷
に
編
入
す

る
も
の
で
す
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
満
濃
中
学
校
改
築
事
業
に
つ

い
て
、
本
町
は
第
三
者
に
よ
る
監
視
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条
の
４
１
第
４
項

に
よ
り
準
用
さ
れ
る
同
法
第
２
５
２
条
の
３
９
第
４

項
の
規
定
に
よ
り
、
官
民
連
携
事
業
に
関
す
る
個
別

議
案
第
３
号

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
６
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
一

般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
２
号
）」
に
つ
い
て

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

【
即
決
】

本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

【
即
決
】

議
案
第
４
号
　「
ま
ん
の
う
町
官
民
連
携
事

業
に
関
す
る
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く

監
査
に
よ
る
こ
と
に
つ
い
て
」

議
案
第
５
号
　「
ま
ん
の
う
町
官
民
連
携
事

業
に
関
す
る
個
別
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
」

本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

【
即
決
】

議
案
第
２
号 

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

【
即
決
】

【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】

【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】

委
員
会
議
審
議
結
果

委
員
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

議
案
第
１
号 

ま
ん
の
う
町
防
災
会
議
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

議
案
紹
介
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で
す
。

　

歳
入
に
関
す
る
主
な
も
の
で
は
、
災
害
復
旧
費
と

し
て
国
庫
補
助
金
８
２
２
万
７
千
円
の
増
額
。
農

林
水
産
業
費
県
補
助
金
で
は
、
力
強
い
水
田
農
業
整

備
事
業
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
な
ど
の
農
業
振

興
費
補
助
金
が
２
７
２
万
３
千
円
、
単
県
土
地
改
良

事
業
費
補
助
金
が
１
２
５
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
合
わ
せ

て
１
５
２
２
万
３
千
円
の
増
額
で
す
。
繰
越
金
の

６
４
２
９
万
３
千
円
の
増
額
は
、
前
年
度
繰
越
金

で
す
。
歳
出
に
関
す
る
主
な
も
の
は
、
総
務
費
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金
で
２
７
０
万
円

の
増
額
、
民
生
費
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の

事
務
費
繰
出
金
で
２
５
６
万
１
千
円
増
額
、
衛
生

費
で
は
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
と
し

て
５
３
９
万
１
千
円
の
追
加
と
環
境
保
全
費
に
お

い
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補
助
金
を

４
８
０
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

　

農
地
費
で
は
、
単
県
土
地
改
良
事
業
費
で
豊
後
池

地
区
を
追
加
す
る
な
ど
２
５
３
２
万
５
千
円
の
増

額
、
公
共
土
木
災
害
復
旧
費
で
は
、
現
年
度
道
路

橋
梁
災
害
復
旧
事
業
費
と
し
て
１
１
１
８
万
４
千

円
、
現
年
度
河
川
災
害
復
旧
事
業
費
と
し
て
、

４
２
０
万
４
千
円
、
過
年
度
河
川
災
害
復
旧
事
業
費

と
し
て
５
６
８
万
５
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
計
上
し

ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
は
、
歳
入
の
組
替
を
行
う

も
の
で
す
。
歳
入
に
お
い
て
、
県
補
助
金
の
医
療
施

設
等
設
備
整
備
費
補
助
金
１
９
４
万
２
千
円
を
追
加

し
、
そ
の
同
額
を
前
年
度
繰
越
金
か
ら
減
額
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
対
す
る
歳
出
は
、
医
業
費
に
お
い

て
、
医
療
用
機
械
器
具
費
の
財
源
と
し
て
、
県
支
出

金
１
９
４
万
２
千
円
を
充
当
し
、
同
額
を
一
般
財
源

か
ら
減
額
す
る
財
源
の
組
替
を
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

90
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
３
５
０
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

歳
入
に
お
い
て
、
繰
越
金
の
90
万
円
増
額
は
前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
で
す
。
こ
れ
に
対
す
る
歳
出
は
、

施
設
管
理
費
の
機
械
器
具
費
を
90
万
増
額
す
る
も
の

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

24
億
９
１
５
１
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
歳
入

の
他
会
計
繰
入
金
の
１
万
９
千
円
増
額
は
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
で
す
。
こ
れ
に
対
す
る
歳
出
は
、
償

還
金
及
び
還
付
加
算
金
で
償
還
金
を
１
万
９
千
円
増

額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
５
６
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
21
億
６
４
６
６
万
１
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
、
一
般
会
計
繰
入
金
の

２
５
６
万
１
千
円
増
額
は
一
般
会
計
か
ら
の
事
務
費

繰
入
金
で
す
。

　

こ
れ
に
対
す
る
歳
出
で
は
、
介
護
認
定
審
査
会
費

に
お
い
て
、
臨
時
嘱
託
賃
金
２
２
６
万
１
千
円
と
、

そ
れ
に
係
る
社
会
保
険
料
30
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
９
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
診
療
所

特
別
会
計
補
正
予
算
案
（
第
１
号
）」
に
つ
い
て

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

議
案
第
７
号
　「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
案
（
第

１
号
）」
に
つ
い
て

議
案
第
８
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
案
（
第
１
号
）」

に
つ
い
て

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

委
員
会
議
審
議
結
果

委
員
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】

委
員
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

議
案
第
10
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
案
（
第
１
号
）」

に
つ
い
て

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

委
員
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

議
案
紹
介
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で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
９
９
０
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。
歳
入
で
は
、
他
会
計
繰
入
金
の
６
０
０
万

円
増
額
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。
こ
れ

に
対
す
る
歳
出
は
、
下
水
道
施
設
整
備
工
事
費

５
５
０
万
円
と
、
そ
れ
に
係
る
設
計
委
託
料
50
万
円

で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

14
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
６
０
４
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
歳
入
に
お
い
て
、
他
会
計
繰
入
金
の
14
万
６
千
円

増
額
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

「
エ
ピ
ア
み
か
ど
」、「
ま
ん
の
う
町
琴
南
健
康
ふ
れ

あ
い
の
里
」、「
ま
ん
の
う
町
琴
南
高
齢
者
婦
人
活
動

セ
ン
タ
ー
」、
及
び
「
大
川
山
キ
ャ
ン
プ
場
」
の
指

定
管
理
の
期
間
が
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
カ
年
と
な
っ
て
お
り
、
今
年

度
末
を
も
っ
て
指
定
管
理
の
期
間
が
終
了
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第

６
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
カ
年
に
つ
き
、
引
き

続
き
財
団
法
人
こ
と
な
み
振
興
公
社
を
指
定
管
理
者

に
指
定
す
る
も
の
で
す
。指
定
管
理
者
の
選
定
で
は
、

財
団
法
人
こ
と
な
み
振
興
公
社
が
本
町
の
出
資
等
に

よ
る
法
人
で
あ
り
、
各
施
設
を
一
括
し
て
管
理
さ
せ

る
こ
と
よ
り
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
管
理
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
ま
ん
の
う
町
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
に
関
す
る
条
例
第
３
条
に
規
定
に
も
と
づ
き

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
議
案
18
号
か
ら
議
案
24
号
ま
で
は
、
現

在
、
有
限
会
社
仲
南
振
興
公
社
を
指
定
管
理
者
と
す

る
「
ま
ん
の
う
町
塩
入
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」、「
塩

入
ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
」、「
塩
入
ふ
る
さ
と
研
修
館
」、

「
塩
入
健
康
セ
ン
タ
ー
」、「
ま
ん
の
う
町
仲
南
特
産

品
セ
ン
タ
ー
」、「
ま
ん
の
う
町
仲
南
道
の
駅
交
流
セ

ン
タ
ー
」、及
び
「
二
宮
忠
八
飛
行
館
」
に
つ
い
て
は
、

議
案
第
14
号
か
ら
議
案
17
号
ま
で
と
同
様
に
、
地
方

自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
６
項
及
び
ま
ん
の
う
町

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
有
限
会
社
仲
南
振
興
公

社
を
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
の
５
カ
年
に
つ
き
、
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
す
る
歳
出
は
、
消
費
税
納
付
金
を

14
万
６
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
科
目
の
支
出
に
お
い
て
、

第
１
款 

水
道
事
業
費
用
、
第
１
項　

営
業
費
用　

１
目　

原
水
及
び
浄
水
費
で
３
９
０
０
千
円
の
減
額

を
行
い
、
４
目 

総
係
費
で
３
９
０
０
千
円
の
増
額

を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、
職
員
１
名
減
に
よ
る
給
料
手

当
で
３
９
０
０
千
円
の
減
額
。
総
係
費
の
委
託
料

で
は
２
３
０
０
千
円
の
増
額
。
こ
れ
は
簡
易
水
道

事
業
が
平
成
28
年
度
に
地
方
公
営
企
業
会
計
へ
移
行

す
る
た
め
の
初
期
費
用
で
す
。
ま
た
、
賃
借
料
の

１
６
０
０
千
円
の
増
額
は
新
規
の
企
業
会
計
シ
ス
テ

ム
に
対
応
す
る
た
め
の
初
期
リ
ー
ス
費
用
で
す
。

 　

議
案
14
号
か
ら
議
案
17
号
ま
で
は
、
現
在
、
財
団

法
人
こ
と
な
み
振
興
公
社
を
指
定
管
理
者
と
す
る

議
案
第
13
号
　
平
成
24
度
ま
ん
の
う
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

議
案
14
号
か
ら
議
案
24
号
ま
で
の
11
議
案
に

つ
い
て

議
案
第
12
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
浄

化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
案

（
第
１
号
）」
に
つ
い
て

【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

委
員
会
議
審
議
結
果

委
員
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】

【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】

委
員
会
議
審
議
結
果

委
員
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

議
案
第
11
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
下

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
案
（
第
１
号
）」

に
つ
い
て

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

議
案
紹
介
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地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
は
、
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
地
球
規
模
の
重
要
か
つ

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
の
も
つ
地
球
環

境
水
資
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
持
な
ど｢

森
林

の
公
益
的
機
能｣

に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
期
待
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の

税
」
が
平
成
24
年
10
月
に
導
入
さ
れ
る
一
方
、「
森

林
吸
収
源
対
策
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

地
方
の
財
源
確
保
」
に
つ
い
て
は
、「
平
成
24
年
度

税
制
改
正
大
綱
」
に
お
い
て
、「
平
成
25
年
度
実
施

に
向
け
た
成
案
を
得
る
べ
く
更
に
検
討
を
進
め
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
を

よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、森
林
の
整
備
・

保
全
等
の
森
林
吸
収
源
対
策
や
豊
富
な
自
然
環
境
が

生
み
出
す
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
の
取

り
組
み
を
、
山
村
地
域
の
市
町
村
が
主
体
的
・
総
合

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
市
町
村
で
は
、
木
材
価

格
の
暴
落
・
低
迷
や
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
な
ど
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
、
森
林
吸
収
源
対

策
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
恒

久
的
・
安
定
的
な
財
源
が
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
。

独
特
の
行
動
で
あ
り
、
政
府
の
対
応
に
ゆ
だ
ね
る
べ

き
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
説
に
は
体
制
維
持
の
た

め
の
扇
動
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
あ
え
て
行
動
を

起
こ
す
の
で
な
く
政
府
の
対
応
を
静
観
す
る
べ
き
と

思
い
反
対
討
論
と
し
ま
す
。

【
賛
成
討
論
】
関
　
議
員

　

戦
争
な
ん
て
起
こ
る
わ
け
が
な
い
、
と
い
う
思
い

込
み
を
排
除
し
冷
静
な
危
機
感
を
持
つ
と
共
に
、
違

う
情
報
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
毅
然
と
し
た
態
度

で
共
に
愛
国
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
、
自
ら

が
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
や
る
こ
と
の
意
思
表
示
で

す
。

【
反
対
討
論
】
本
屋
敷 

議
員

　

意
見
書
の
文
面
が
、
地
方
自
治
法
99
条
に
則
っ
て

お
ら
ず
、冷
静
な
判
断
に
よ
る
も
の
と
は
言
い
難
い
。

【
賛
成
討
論
】
白
川 

年
男 

議
員

　

昨
今
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
尖
閣
問
題
は
日
本
又

世
界
中
に
話
題
を
報
じ
て
い
ま
す
。
我
々
小
さ
な
町

の
議
員
と
し
て
も
よ
い
機
会
で
あ
る
の
で
町
民
の
代

弁
者
と
し
て
、
中
国
の
非
合
法
的
な
暴
論
に
対
峙
す

べ
く
、国
政
レ
ベ
ル
に
も
陳
情
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
最
も
重
要

な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整
備
・
保
全
等
を
推
進
す

る
市
町
村
の
役
割
を
踏
ま
え
、「
地
球
温
暖
化
対
策

の
た
め
の
税
」
の
一
定
割
合
を
、
森
林
面
積
に
応
じ

て
譲
与
す
る
「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組

み
」
を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

白
川
正
樹
　
議
員

　

今
年
８
月
15
日
、
香
港
の
活
動
家
７
人
が
尖
閣
諸

島
に
「
不
法
上
陸
」
し
中
国
国
旗
を
打
ち
立
て
た
。

尖
閣
諸
島
は
、
歴
史
的
・
国
際
法
的
に
我
が
国
固
有

の
領
土
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
行

為
は
、
こ
れ
ま
で
連
綿
と
築
き
上
げ
て
き
た
日
中
の

信
頼
関
係
を
、
根
本
か
ら
覆
す
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
政
府
は
、
こ
の
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
、

中
国
政
府
に
対
し
、
断
固
た
る
抗
議
の
意
思
を
伝
え

る
と
も
に
、
我
が
国
の
領
土
を
、
毅
然
た
る
態
度
で

守
る
意
思
を
内
外
に
、
明
確
に
す
る
た
め
必
要
な
法

の
整
備
を
、
速
や
か
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
強
く
要

望
す
る
。

【
反
対
討
論
】
藤
田 

議
員

　

本
議
案
に
つ
い
て
は
外
交
と
防
衛
問
題
で
あ
り
、

基
本
的
に
は
本
議
会
で
は
な
じ
ま
な
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。
今
日
の
中
国
の
一
般
市
民
の
行
動
は
、
体
制

意
見
書
第
１
号 
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」

の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

意
見
書
第
２
号 

尖
閣
諸
島
の
国
有
化
に
反
対
す
る
中

国
に
対
し
て
、外
交
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】

委
員
会
議
審
議
結
果
継
続
審
査

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

賛
成
少
数
否
決

全
会
一
致
可
決

【
即
決
】

【
即
決
】

本
会
議
審
議
結
果
継
続
審
査

議
案
紹
介
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一
般
質
問

一般質問

満
濃
中
学
校
、雨
水
排
出

位
置
の
変
更
に
よ
る
工
事
費
、

一
億
円
増
額
に
つ
い
て

Q
費
用
対
効
果
と

地
元
住
民
の
不
安
解
消

を
最
優
先
し
ま
し
た

A
　満
濃
中
学
校
改
修
工
事
に
伴
う
地
元
水
利
組
合

と
の
協
議
で
、雨
水
処
理
位
置
変
更（
土
器
川
へ
直
接

暗
渠
排
出
）工
事
費
約
一
億
円
増
、こ
の
町
単
独
事
業

は
費
用
対
効
果
及
び
維
持
管
理
費
が
、今
後
問
題
を

残
す
可
能
性
が
大
。既
に
中
学
校
エ
リ
ア
内
の
満
濃

川
の
洪
水
対
策
で
国
直
轄
事
業
が
約
五
億
円
か
け

完
成
し
土
器
川
へ
放
流
さ
れ
効
果
が
出
て
お
り
、町

単
独
で
は
な
く
、国
直
轄
事
業
と
連
結
し
た
高
効
率

で
低
コ
ス
ト
の
事
業
は
な
い
の
か
。

　満
濃
中
学
校
の
改
築
に
伴
う
雨
水
排
水
先
の
一

部
に
つ
い
て
は
、
地
元
関
係
者
が
洪
水
被
害
に
遭

わ
な
い
こ
と
を
最
優
先
に
協
議
を
行
っ
た
結
果
、

満
濃
池
土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
土
器
川
左
岸
幹

線
水
路
に
放
流
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
計
画
で
は
ポ
ン
プ
等
の
設
備
も
不
要
で

あ
る
た
め
、
将
来
的
に
も
恒
常
的
な
維
持
管
理
費

の
支
出
は
不
要
で
あ
り
、
最
善
策
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問答

大西　 豊
議員

一般質問

重
度
の
障
害
者
に

つ
い
て

Q
障
が
い
者
に
と
っ
て
、

最
善
の
方
法
を
行
政
の
立
場

か
ら
提
案
し
て
い
き
ま
す

A
　 ①
今
回
、
裁
判
に
発
展
し
て
い
る
重
度
障
害
者

に
つ
い
て
、
近
隣
地
域
の
方
々
か
ら
当
該
者
の
行
動

に
不
安
が
あ
る
と
、
多
く
の
相
談
が
私
の
方
に
寄
せ

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
に
お
い
て
地
域
住

民
は
ど
う
対
処
す
れ
ば
良
い
の
か
大
変
悩
ん
で
い
る

の
が
現
実
で
す
。
行
政
と
し
て
住
民
の
不
安
を
払
拭

す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
、
お
伺
い

し
ま
す
。

　 ①
隣
人
と
し
て
お
互
い
助
け
合
い
、
常
識
の
範

囲
で
受
容
す
る
こ
と
も
人
の
道
で
す
。
町
で
は
、

当
人
に
可
能
な
自
立
の
た
め
に
、
少
し
ず
つ
前
進

す
る
よ
う
に
、
成
年
後
見
人
と
介
護
事
業
者
の
的

確
な
努
力
と
、
責
任
あ
る
対
応
、
改
善
を
持
ち
か

け
て
い
ま
す
。

　 ②
反
射
た
す
き
の
全
戸
配
布
に
つ
い
て

　 ②
夜
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
交
通
事
故
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
検
討
を
行
い
ま
す
。

問問 答答

合田  正夫
議員

大
西

　
　豊
議
員

１
．
満
濃
中
学
校
等
複
合
施
設
の

　　　　
雨
水
対
策
事
業
約
１
億
円
に
つ
い
て

２
．
行
政
コ
ス
ト
の
低
減
対
策
に
つ
い
て

３
．
教
育
委
員
会
の
会
議
録
に
つ
い
て

合
田

　正
夫
議
員

１
．
重
度
の
障
害
者
に
つ
い
て

２
．
交
通
安
全
に
つ
い
て

川
西
米
希
子
議
員

１
．
市
民
後
見
人
の
育
成
に
つ
い
て

２
．
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
導
入
に
つ
い
て

関

　
　洋
三
議
員

１
．
環
境
問
題
に
つ
い
て

２
．
民
生
児
童
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

３
．
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て

川
原

　茂
行
議
員

１
．
障
害
者
自
立
支
援
給
付
を
巡
る

　　　　
裁
判
の
内
容
と
町
の
対
応
に
つ
い
て

２
．
本
年
度
も
第
３
四
半
期
を
迎
え
ま
す
が
、

　　　　
ほ
場
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

谷
森

　哲
雄
議
員

１
．
小
中
学
校
の
土
曜
授
業
を
復
活
（
再
開
）

　　　　
し
て
は
ど
う
か

本
屋
敷

　崇
議
員

１
．
特
色
あ
る
次
世
代
教
育
の
導
入
に
つ
い
て

２
．
来
年
度
予
算
つ
い
て

白
川

　年
男
議
員

１
．
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て

三
好

　勝
利
議
員

１
．
町
消
防
団
員
の
年
齢
構
成
は
現
在

　　　　
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
お
る
か

２
．
中
学
生
の
全
国
大
会
出
場
時
に
お
け
る

　　　

 

町
よ
り
の
助
成
制
度
を
条
例
化
し
て
は
ど
う
か

白
川

　正
樹
議
員

１
．「
町
内
散
策
コ
ー
ス
」
の
設
置
に
つ
い
て

藤
田

　昌
大
議
員

１
．
３
月
期
退
職
者
後
補
充
の
実
態
に
つ
い
て

２
．
地
域
防
災
計
画
の
実
態
と

　　　　
職
員
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

田
岡

　秀
俊
議
員

１
．「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に

　　　　”住
民
会
議
“
設
置
の
検
討
を
！

議
員
が
町
の
考
え
を
問
う

※青字は要約文を掲載しています。

一
般
質
問

一般質問

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
の
”住
民
会
議”

設
置
の
検
討
を
　
　

Q「
住
民
会
議
」の

設
置
を
検
討
し
ま
す
。

A
　 今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
行
政
と
住
民
が
一
体

と
な
っ
て 

”協
働
の
ま
ち
づ
く
り
“
の
推
進
が
必
要

で
あ
る
。
今
現
在
、
そ
れ
に
よ
る
活
動
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
、
今
後
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？

　毎
年
の
施
策
立
案
時
に
住
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
た
め
、
予
算
措
置
ま
で
踏
み
込
ん
だ
常
設
の  

「
住
民
会
議
」
設
置
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど

う
か
？

　 

活
動
と
し
て
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
と
再
資
源
化
の

分
別
収
集
や
河
川
清
掃
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た

自
主
防
災
活
動
や
交
通
安
全
活
動
な
ど
多
岐
に
渡

っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
住
民
と
行
政
が
協

力
し
、
共
に
汗
を
流
す
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
更

に
確
立
し
て
い
く
た
め
、
常
設
の
「
住
民
会
議
」

の
設
置
つ
い
て
、
検
討
し
ま
す
。

問答

田岡  秀俊
議員

一般質問

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

処
分
に
つ
い
て

Q
今
後
も
現
行
方
針
に

変
更
あ
り
ま
せ
ん

A
　 ①
廃
プ
ラ
ス
ス
チ
ッ
ク
処
分
は
焼
却
処
分
の
方

向
か
、
そ
れ
と
も
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
の
徹
底
を
図
る

の
か
、
今
後
の
計
画
を
は
っ
き
り
示
し
て
下
さ
い
。

　 

①
環
境
保
護
及
び
資
源
の
有
効
利
用
と
い
う
目

的
か
ら
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
収
集
は
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
現
行
方
針
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　 ②
民
生
児
童
委
員
の
改
選
に
向
け
て
新
し
く
選

任
さ
れ
る
委
員
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
支
部
役
員

と
う
ま
く
連
携
し
て
い
け
る
よ
う
に
早
め
の
選
任
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

 

　
②
民
生
委
員
の
改
選
は
、
現
職
民
生
委
員
の
意

向
も
尊
重
し
な
が
ら
民
生
委
員
推
薦
会
で
採
択
い

た
だ
け
る
候
補
者
を
自
治
会
長
等
に
推
薦
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
福
祉
の
充
実
の
為
に
も
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問問 答答

関　 洋三
議員

一般質問

市
民
後
見
人
の

育
成
に
つ
い
て

Q
育
成
の
研
修
や

環
境
づ
く
り
の

支
援
に
努
め
ま
す

A
　①
高
齢
化
の
進
展
や
高
齢
者
・
障
害
者
の
皆
さ

ま
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
適
切

な
支
援
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
ま
す
。
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
市
民
後
見
人
」
の
育
成
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

　
①
市
民
後
見
人
は
、
家
族
親
族
が
成
年
後
見
人

に
な
る
の
が
相
応
し
く
な
い
と
き
に
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
育
成
す
る
た
め
の
研
修
や
就
任
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
、
活
動
の
支
援
体
制
が
必
要

で
す
。
こ
う
し
た
条
件
整
備
に
努
め
ま
す
。

　 ②
高
齢
化
に
伴
い
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

の
導
入
が
全
国
的
に
相
次
い
で
お
り
ま
す
。
本
町
も

高
齢
化
に
対
応
し
導
入
の
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

　
②
効
果
的
で
あ
る
が
、
数
多
い
高
齢
者
や
障
害

者
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
手
立
て
の
研
究
が
要
り

ま
す
。
ま
た
、
情
報
更
新
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か

が
重
要
で
す
。
「
見
守
り
　
声
か
け
　
ほ
っ
と
安

心
」
の
集
落
ｌ
協
定
の
推
進
と
並
行
し
て
、
可
能

な
方
法
を
見
出
し
た
い
。

問問 答答

川西 米希子
議員
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一
般
質
問

一般質問

満
濃
中
学
校
、雨
水
排
出

位
置
の
変
更
に
よ
る
工
事
費
、

一
億
円
増
額
に
つ
い
て

Q
費
用
対
効
果
と

地
元
住
民
の
不
安
解
消

を
最
優
先
し
ま
し
た

A
　満
濃
中
学
校
改
修
工
事
に
伴
う
地
元
水
利
組
合

と
の
協
議
で
、雨
水
処
理
位
置
変
更（
土
器
川
へ
直
接

暗
渠
排
出
）工
事
費
約
一
億
円
増
、こ
の
町
単
独
事
業

は
費
用
対
効
果
及
び
維
持
管
理
費
が
、今
後
問
題
を

残
す
可
能
性
が
大
。既
に
中
学
校
エ
リ
ア
内
の
満
濃

川
の
洪
水
対
策
で
国
直
轄
事
業
が
約
五
億
円
か
け

完
成
し
土
器
川
へ
放
流
さ
れ
効
果
が
出
て
お
り
、町

単
独
で
は
な
く
、国
直
轄
事
業
と
連
結
し
た
高
効
率

で
低
コ
ス
ト
の
事
業
は
な
い
の
か
。

　満
濃
中
学
校
の
改
築
に
伴
う
雨
水
排
水
先
の
一

部
に
つ
い
て
は
、
地
元
関
係
者
が
洪
水
被
害
に
遭

わ
な
い
こ
と
を
最
優
先
に
協
議
を
行
っ
た
結
果
、

満
濃
池
土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
土
器
川
左
岸
幹

線
水
路
に
放
流
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
計
画
で
は
ポ
ン
プ
等
の
設
備
も
不
要
で

あ
る
た
め
、
将
来
的
に
も
恒
常
的
な
維
持
管
理
費

の
支
出
は
不
要
で
あ
り
、
最
善
策
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問答

大西　 豊
議員

一般質問

重
度
の
障
害
者
に

つ
い
て

Q
障
が
い
者
に
と
っ
て
、

最
善
の
方
法
を
行
政
の
立
場

か
ら
提
案
し
て
い
き
ま
す

A
　 ①
今
回
、
裁
判
に
発
展
し
て
い
る
重
度
障
害
者

に
つ
い
て
、
近
隣
地
域
の
方
々
か
ら
当
該
者
の
行
動

に
不
安
が
あ
る
と
、
多
く
の
相
談
が
私
の
方
に
寄
せ

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
に
お
い
て
地
域
住

民
は
ど
う
対
処
す
れ
ば
良
い
の
か
大
変
悩
ん
で
い
る

の
が
現
実
で
す
。
行
政
と
し
て
住
民
の
不
安
を
払
拭

す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
、
お
伺
い

し
ま
す
。

　 ①
隣
人
と
し
て
お
互
い
助
け
合
い
、
常
識
の
範

囲
で
受
容
す
る
こ
と
も
人
の
道
で
す
。
町
で
は
、

当
人
に
可
能
な
自
立
の
た
め
に
、
少
し
ず
つ
前
進

す
る
よ
う
に
、
成
年
後
見
人
と
介
護
事
業
者
の
的

確
な
努
力
と
、
責
任
あ
る
対
応
、
改
善
を
持
ち
か

け
て
い
ま
す
。

　 ②
反
射
た
す
き
の
全
戸
配
布
に
つ
い
て

　 ②
夜
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
交
通
事
故
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
検
討
を
行
い
ま
す
。

問問 答答

合田  正夫
議員

大
西

　
　豊
議
員

１
．
満
濃
中
学
校
等
複
合
施
設
の

　　　　
雨
水
対
策
事
業
約
１
億
円
に
つ
い
て

２
．
行
政
コ
ス
ト
の
低
減
対
策
に
つ
い
て

３
．
教
育
委
員
会
の
会
議
録
に
つ
い
て

合
田

　正
夫
議
員

１
．
重
度
の
障
害
者
に
つ
い
て

２
．
交
通
安
全
に
つ
い
て

川
西
米
希
子
議
員

１
．
市
民
後
見
人
の
育
成
に
つ
い
て

２
．
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
導
入
に
つ
い
て

関

　
　洋
三
議
員

１
．
環
境
問
題
に
つ
い
て

２
．
民
生
児
童
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

３
．
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て

川
原

　茂
行
議
員

１
．
障
害
者
自
立
支
援
給
付
を
巡
る

　　　　
裁
判
の
内
容
と
町
の
対
応
に
つ
い
て

２
．
本
年
度
も
第
３
四
半
期
を
迎
え
ま
す
が
、

　　　　
ほ
場
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

谷
森

　哲
雄
議
員

１
．
小
中
学
校
の
土
曜
授
業
を
復
活
（
再
開
）

　　　　
し
て
は
ど
う
か

本
屋
敷

　崇
議
員

１
．
特
色
あ
る
次
世
代
教
育
の
導
入
に
つ
い
て

２
．
来
年
度
予
算
つ
い
て

白
川

　年
男
議
員

１
．
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て

三
好

　勝
利
議
員

１
．
町
消
防
団
員
の
年
齢
構
成
は
現
在

　　　　
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
お
る
か

２
．
中
学
生
の
全
国
大
会
出
場
時
に
お
け
る

　　　

 

町
よ
り
の
助
成
制
度
を
条
例
化
し
て
は
ど
う
か

白
川

　正
樹
議
員

１
．「
町
内
散
策
コ
ー
ス
」
の
設
置
に
つ
い
て

藤
田

　昌
大
議
員

１
．
３
月
期
退
職
者
後
補
充
の
実
態
に
つ
い
て

２
．
地
域
防
災
計
画
の
実
態
と

　　　　
職
員
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

田
岡

　秀
俊
議
員

１
．「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に

　　　　”住
民
会
議
“
設
置
の
検
討
を
！

議
員
が
町
の
考
え
を
問
う

※青字は要約文を掲載しています。

一
般
質
問

一般質問

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
の
”住
民
会
議”

設
置
の
検
討
を
　
　

Q「
住
民
会
議
」の

設
置
を
検
討
し
ま
す
。

A
　 今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
行
政
と
住
民
が
一
体

と
な
っ
て 

”協
働
の
ま
ち
づ
く
り
“
の
推
進
が
必
要

で
あ
る
。
今
現
在
、
そ
れ
に
よ
る
活
動
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
、
今
後
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？

　毎
年
の
施
策
立
案
時
に
住
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
た
め
、
予
算
措
置
ま
で
踏
み
込
ん
だ
常
設
の  

「
住
民
会
議
」
設
置
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど

う
か
？

　 

活
動
と
し
て
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
と
再
資
源
化
の

分
別
収
集
や
河
川
清
掃
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た

自
主
防
災
活
動
や
交
通
安
全
活
動
な
ど
多
岐
に
渡

っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
住
民
と
行
政
が
協

力
し
、
共
に
汗
を
流
す
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
更

に
確
立
し
て
い
く
た
め
、
常
設
の
「
住
民
会
議
」

の
設
置
つ
い
て
、
検
討
し
ま
す
。

問答

田岡  秀俊
議員

一般質問

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

処
分
に
つ
い
て

Q
今
後
も
現
行
方
針
に

変
更
あ
り
ま
せ
ん

A
　 ①
廃
プ
ラ
ス
ス
チ
ッ
ク
処
分
は
焼
却
処
分
の
方

向
か
、
そ
れ
と
も
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
の
徹
底
を
図
る

の
か
、
今
後
の
計
画
を
は
っ
き
り
示
し
て
下
さ
い
。

　 

①
環
境
保
護
及
び
資
源
の
有
効
利
用
と
い
う
目

的
か
ら
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
収
集
は
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
現
行
方
針
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　 ②
民
生
児
童
委
員
の
改
選
に
向
け
て
新
し
く
選

任
さ
れ
る
委
員
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
支
部
役
員

と
う
ま
く
連
携
し
て
い
け
る
よ
う
に
早
め
の
選
任
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

 

　
②
民
生
委
員
の
改
選
は
、
現
職
民
生
委
員
の
意

向
も
尊
重
し
な
が
ら
民
生
委
員
推
薦
会
で
採
択
い

た
だ
け
る
候
補
者
を
自
治
会
長
等
に
推
薦
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
福
祉
の
充
実
の
為
に
も
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問問 答答

関　 洋三
議員

一般質問

市
民
後
見
人
の

育
成
に
つ
い
て

Q
育
成
の
研
修
や

環
境
づ
く
り
の

支
援
に
努
め
ま
す

A
　①
高
齢
化
の
進
展
や
高
齢
者
・
障
害
者
の
皆
さ

ま
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
適
切

な
支
援
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
ま
す
。
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
市
民
後
見
人
」
の
育
成
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

　
①
市
民
後
見
人
は
、
家
族
親
族
が
成
年
後
見
人

に
な
る
の
が
相
応
し
く
な
い
と
き
に
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
育
成
す
る
た
め
の
研
修
や
就
任
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
、
活
動
の
支
援
体
制
が
必
要

で
す
。
こ
う
し
た
条
件
整
備
に
努
め
ま
す
。

　 ②
高
齢
化
に
伴
い
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

の
導
入
が
全
国
的
に
相
次
い
で
お
り
ま
す
。
本
町
も

高
齢
化
に
対
応
し
導
入
の
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

　
②
効
果
的
で
あ
る
が
、
数
多
い
高
齢
者
や
障
害

者
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
手
立
て
の
研
究
が
要
り

ま
す
。
ま
た
、
情
報
更
新
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か

が
重
要
で
す
。
「
見
守
り
　
声
か
け
　
ほ
っ
と
安

心
」
の
集
落
ｌ
協
定
の
推
進
と
並
行
し
て
、
可
能

な
方
法
を
見
出
し
た
い
。

問問 答答

川西 米希子
議員
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一
般
質
問

一般質問

小
中
学
校
の
土
曜
授
業

復
活（
再
開
）し
て
は

ど
う
か

Q
関
係
機
関
と
連
携
し

前
向
き
に
検
討
し
ま
す

A

　 

公
立
学
校
が
週
５
日
制
と
な
り
１０
年
が
経
過
致

し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
お
い
て
プ
ラ
ス
の
面
は
何
で

あ
っ
た
の
か
？
私
は
理
解
度
差
の
学
力
低
下
と
懸
念

し
ま
す
。
教
育
は
学
力
偏
重
か
ら
子
供
た
ち
の
学
ぶ

力
、
楽
し
く
学
べ
る
学
校
、
人
間
と
し
て
の
道
徳
心
、

情
操
教
育
、
自
然
と
社
会
か
ら
学
ぶ
環
境
教
育
等

教
育
の
理
念
を
総
括
し
て
土
曜
授
業
復
活
し
て
は
ど

う
か
。
学
力
向
上
期
待
も
期
待
！

　 

学
校
週
５
日
制
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
基

本
理
念
と
し
て
実
施
さ
れ
一
定
の
効
果
を
あ
げ
ま

し
た
が
、
こ
の
制
度
実
施
後
１０
年
の
間
に
、
ゆ
と

り
教
育
か
ら
の
転
換
を
目
指
し
た
指
導
要
領
の
改

訂
も
あ
り
、
学
力
低
下
や
生
徒
指
導
上
の
問
題
、

学
ぶ
意
欲
の
問
題
等
課
題
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
土
曜
授
業
の
復
活
が
論
議
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
質
問
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
前
向
き

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

谷森  哲雄
議員

一般質問

来
年
度
の
予
算
に

つ
い
て

Q
事
務
事
業
評
価
と
の

連
携
等
に
よ
り
予
算

編
成
を
行
い
ま
す

A

　 

4
年
後
か
ら
の
交
付
税
交
付
金
の
減
少
を
受
け

て
、
予
算
規
模
の
見
直
し
が
図
ら
れ
る
必
要
性
が
あ

る
の
は
、
議
会
も
執
行
部
も
統
一
の
見
解
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
来
年
度
の
予
算
を
組
み
た
て
て
い
く
時
期
に
な

り
ま
し
た
が
、
執
行
部
と
し
て
は
い
か
に
来
年
度

の
予
算
を
組
み
た
て
る
つ
も
り
か
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　 

計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
中
期
財
政
計

画
を
立
て
、
事
務
事
業
評
価
結
果
と
の
連
携
に
よ

り
、
新
年
度
予
算
編
成
を
行
な
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
の
政
策
的
経
費
は
、
実
効
性
や
効
果

を
検
討
し
、
必
要
最
小
限
の
予
算
と
し
ま
す
。
そ

の
他
の
経
常
的
経
費
は
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
対

前
年
度
比
約
１
％
以
上
の
減
と
な
る
よ
う
、
包
括

管
理
業
務
の
洗
い
出
し
や
枠
配
分
方
式
を
更
に
精

査
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

問答

本屋敷  崇
議員

問 一般質問

障
害
者
自
立
支
援
給
付

を
巡
る
裁
判
の
内
容
と

町
の
対
応
に
つ
い
て

Q
会
合
は
決
裂
の
た
め

法
廷
で
決
着
を
つ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

A

　 

障
害
者
自
立
支
援
給
付
裁
判
の
で
は
、
町
は
ど

の
よ
う
な
主
張
を
す
る
の
か
、見
通
し
は
如
何
様
か
、

そ
の
手
だ
て
を
問
う
。
年
額
二
千
万
円
を
超
え
る
支

給
の
根
拠
の
説
明
を
求
め
る
。
介
護
事
業
所
の
指

導
監
督
は
で
き
て
い
る
か
。
安
易
に
原
告
の
主
張
認

め
ず
、
地
域
社
会
へ
説
明
で
き
る
公
平
な
運
用
を
求

め
る
。
全
国
の
先
例
と
な
る
訴
訟
を
委
ね
る
弁
護

士
を
支
え
る
た
め
に
、
万
全
を
期
す
人
事
配
置
を

求
め
る
。

　 

原
告
の
提
案
は
、
一
人
で
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
を

す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
お
り
、
本
町
の
要
求
に

取
り
組
む
姿
勢
の
無
い
介
護
計
画
の
上
に
、
支
給

時
間
も
２
．
５
倍
を
要
求
し
て
い
る
た
め
、
ケ
ア

会
議
は
決
裂
し
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
事
業
所
へ

の
指
導
は
成
果
を
提
出
さ
せ
説
明
責
任
を
果
た
す

よ
う
、
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
法
廷
で

決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

答

川原  茂行
議員

一
般
質
問

一般質問

町
内
散
策
コ
ー
ス
の

設
置
に
つ
い
て

Q
所
要
時
間
を
記
載
し
た

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
の

作
成
を
検
討
し
ま
す

A
　 ま
ん
の
う
町
住
民
が
　郷
土
の
歴
史
と
文
化
、

自
然
を
知
り
郷
土
に
対
す
る
誇
り
と
郷
土
愛
を
育

む
た
め
、
合
わ
せ
て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

「
町
内
散
策
コ
ー
ス
」
の
設
置
を
提
言
し
ま
す
。

　 

ま
ん
の
う
町
は
東
西
20
㎞
、
南
北
10
㎞
と
広
い

エ
リ
ア
に
文
化
財
等
が
点
在
し
て
い
る
の
で
、
車

の
利
用
が
不
可
欠
で
す
。こ
の
場
合
は
タ
ウ
ン
マ
ッ

プ
に
近
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
探
訪
ル
ー
ト
・
散

策
ル
ー
ト
で
は
、
各
ポ
ン
イ
ト
間
の
所
要
時
間
を

記
載
し
た
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
の
作
成
を
検
討
し
ま

す
。

問答

白川  正樹
議員

一般質問

中
学
生
全
国
大
会

出
場
時
の
助
成
制
度
を

条
例
化
し
て
は
ど
う
か
。

Q
様
々
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
が
、

前
向
き
に
検
討
し
ま
す

A
　 中
学
校
の
剣
道
部
が
三
年
連
続
で
、
全
国
大
会

へ
出
場
す
る
。
立
派
な
こ
と
で
、
町
民
挙
っ
て
応
援

し
た
い
。
剣
道
だ
け
で
な
く
、
他
の
部
活
の
活
躍
も

期
待
し
た
い
。
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
児
童
生
徒
は

成
長
で
き
る
。
こ
れ
の
資
金
支
援
援
助
を
ど
う
す
る

か
。
町
が
条
例
を
制
定
し
て
、
ど
こ
が
大
会
に
出
て

も
助
成
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
体
育
協
会
や
文
化

活
動
へ
も
応
用
で
き
る
。
教
育
長
の
見
解
を
お
伺
い

し
た
い
。

　 

こ
の
夏
、
満
濃
中
学
校
剣
道
部
団
体
が
埼
玉
県

で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
学
校
全
国
大
会
に
３
年
連

続
４
回
目
の
出
場
を
果
た
し
、
団
体
で
ベ
ス
ト
８
、

個
人
ベ
ス
ト
16
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま

し
た
。

　
全
国
大
会
出
場
費
用
は
多
額
と
な
る
た
め
、
ま

ん
の
う
町
補
助
金
等
交
付
規
則
に
よ
り
一
部
助
成

を
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
助
成
制
度
の
条
例
化
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

前
向
き
に
検
討
し
、町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

問答

三好  勝利
議員

一般質問

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に

つ
い
て

Q
先
進
地
を
調
査
し

関
係
機
関
と

相
談
し
ま
す

A
　昨
今
、木
材
の
価
格
は
低
迷
し
、山
も
荒
廃
し
て

き
て
い
ま
す
。こ
の
状
況
の
打
開
策
と
し
て
高
知
県

梼
原
町
の
様
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
取
組
み
を

参
考
に
当
町
に
取
り
入
れ
る
事
に
つ
い
て
質
問
い
た

し
ま
す
。梼
原
町
は
資
本
金
1
0
0
0
万
円
で
事
業

を
興
し
地
元
の
温
泉
等
に
燃
料
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。本
町
も
導
入
す
べ
き
で
す
。

　
香
川
県
内
で
は
間
伐
規
模
が
小
さ
く
、
作
業
道

も
な
く
、
架
線
を
引
け
ば
経
費
が
か
か
る
な
ど
、

採
算
が
取
れ
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
森
林
の
活
用
は
今
後
の

森
林
整
備
と
合
わ
せ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
先
進
地
の
取
り
組

み
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
森
林
組
合
や
国
、
県

な
ど
関
係
機
関
に
相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答

白川  年男
議員
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一
般
質
問

一般質問

小
中
学
校
の
土
曜
授
業

復
活（
再
開
）し
て
は

ど
う
か

Q
関
係
機
関
と
連
携
し

前
向
き
に
検
討
し
ま
す

A

　 

公
立
学
校
が
週
５
日
制
と
な
り
１０
年
が
経
過
致

し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
お
い
て
プ
ラ
ス
の
面
は
何
で

あ
っ
た
の
か
？
私
は
理
解
度
差
の
学
力
低
下
と
懸
念

し
ま
す
。
教
育
は
学
力
偏
重
か
ら
子
供
た
ち
の
学
ぶ

力
、
楽
し
く
学
べ
る
学
校
、
人
間
と
し
て
の
道
徳
心
、

情
操
教
育
、
自
然
と
社
会
か
ら
学
ぶ
環
境
教
育
等

教
育
の
理
念
を
総
括
し
て
土
曜
授
業
復
活
し
て
は
ど

う
か
。
学
力
向
上
期
待
も
期
待
！

　 

学
校
週
５
日
制
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
基

本
理
念
と
し
て
実
施
さ
れ
一
定
の
効
果
を
あ
げ
ま

し
た
が
、
こ
の
制
度
実
施
後
１０
年
の
間
に
、
ゆ
と

り
教
育
か
ら
の
転
換
を
目
指
し
た
指
導
要
領
の
改

訂
も
あ
り
、
学
力
低
下
や
生
徒
指
導
上
の
問
題
、

学
ぶ
意
欲
の
問
題
等
課
題
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
土
曜
授
業
の
復
活
が
論
議
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
質
問
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
前
向
き

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

谷森  哲雄
議員

一般質問

来
年
度
の
予
算
に

つ
い
て

Q
事
務
事
業
評
価
と
の

連
携
等
に
よ
り
予
算

編
成
を
行
い
ま
す

A

　 

4
年
後
か
ら
の
交
付
税
交
付
金
の
減
少
を
受
け

て
、
予
算
規
模
の
見
直
し
が
図
ら
れ
る
必
要
性
が
あ

る
の
は
、
議
会
も
執
行
部
も
統
一
の
見
解
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
来
年
度
の
予
算
を
組
み
た
て
て
い
く
時
期
に
な

り
ま
し
た
が
、
執
行
部
と
し
て
は
い
か
に
来
年
度

の
予
算
を
組
み
た
て
る
つ
も
り
か
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　 

計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
中
期
財
政
計

画
を
立
て
、
事
務
事
業
評
価
結
果
と
の
連
携
に
よ

り
、
新
年
度
予
算
編
成
を
行
な
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
の
政
策
的
経
費
は
、
実
効
性
や
効
果

を
検
討
し
、
必
要
最
小
限
の
予
算
と
し
ま
す
。
そ

の
他
の
経
常
的
経
費
は
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
対

前
年
度
比
約
１
％
以
上
の
減
と
な
る
よ
う
、
包
括

管
理
業
務
の
洗
い
出
し
や
枠
配
分
方
式
を
更
に
精

査
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

問答

本屋敷  崇
議員

問 一般質問

障
害
者
自
立
支
援
給
付

を
巡
る
裁
判
の
内
容
と

町
の
対
応
に
つ
い
て

Q
会
合
は
決
裂
の
た
め

法
廷
で
決
着
を
つ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

A

　 

障
害
者
自
立
支
援
給
付
裁
判
の
で
は
、
町
は
ど

の
よ
う
な
主
張
を
す
る
の
か
、見
通
し
は
如
何
様
か
、

そ
の
手
だ
て
を
問
う
。
年
額
二
千
万
円
を
超
え
る
支

給
の
根
拠
の
説
明
を
求
め
る
。
介
護
事
業
所
の
指

導
監
督
は
で
き
て
い
る
か
。
安
易
に
原
告
の
主
張
認

め
ず
、
地
域
社
会
へ
説
明
で
き
る
公
平
な
運
用
を
求

め
る
。
全
国
の
先
例
と
な
る
訴
訟
を
委
ね
る
弁
護

士
を
支
え
る
た
め
に
、
万
全
を
期
す
人
事
配
置
を

求
め
る
。

　 

原
告
の
提
案
は
、
一
人
で
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
を

す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
お
り
、
本
町
の
要
求
に

取
り
組
む
姿
勢
の
無
い
介
護
計
画
の
上
に
、
支
給

時
間
も
２
．
５
倍
を
要
求
し
て
い
る
た
め
、
ケ
ア

会
議
は
決
裂
し
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
事
業
所
へ

の
指
導
は
成
果
を
提
出
さ
せ
説
明
責
任
を
果
た
す

よ
う
、
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
法
廷
で

決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

答

川原  茂行
議員

一
般
質
問

一般質問

町
内
散
策
コ
ー
ス
の

設
置
に
つ
い
て

Q
所
要
時
間
を
記
載
し
た

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
の

作
成
を
検
討
し
ま
す

A
　 ま
ん
の
う
町
住
民
が
　郷
土
の
歴
史
と
文
化
、

自
然
を
知
り
郷
土
に
対
す
る
誇
り
と
郷
土
愛
を
育

む
た
め
、
合
わ
せ
て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

「
町
内
散
策
コ
ー
ス
」
の
設
置
を
提
言
し
ま
す
。

　 

ま
ん
の
う
町
は
東
西
20
㎞
、
南
北
10
㎞
と
広
い

エ
リ
ア
に
文
化
財
等
が
点
在
し
て
い
る
の
で
、
車

の
利
用
が
不
可
欠
で
す
。こ
の
場
合
は
タ
ウ
ン
マ
ッ

プ
に
近
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
探
訪
ル
ー
ト
・
散

策
ル
ー
ト
で
は
、
各
ポ
ン
イ
ト
間
の
所
要
時
間
を

記
載
し
た
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
の
作
成
を
検
討
し
ま

す
。

問答

白川  正樹
議員

一般質問

中
学
生
全
国
大
会

出
場
時
の
助
成
制
度
を

条
例
化
し
て
は
ど
う
か
。

Q
様
々
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
が
、

前
向
き
に
検
討
し
ま
す

A
　 中
学
校
の
剣
道
部
が
三
年
連
続
で
、
全
国
大
会

へ
出
場
す
る
。
立
派
な
こ
と
で
、
町
民
挙
っ
て
応
援

し
た
い
。
剣
道
だ
け
で
な
く
、
他
の
部
活
の
活
躍
も

期
待
し
た
い
。
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
児
童
生
徒
は

成
長
で
き
る
。
こ
れ
の
資
金
支
援
援
助
を
ど
う
す
る

か
。
町
が
条
例
を
制
定
し
て
、
ど
こ
が
大
会
に
出
て

も
助
成
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
体
育
協
会
や
文
化

活
動
へ
も
応
用
で
き
る
。
教
育
長
の
見
解
を
お
伺
い

し
た
い
。

　 

こ
の
夏
、
満
濃
中
学
校
剣
道
部
団
体
が
埼
玉
県

で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
学
校
全
国
大
会
に
３
年
連

続
４
回
目
の
出
場
を
果
た
し
、
団
体
で
ベ
ス
ト
８
、

個
人
ベ
ス
ト
16
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま

し
た
。

　
全
国
大
会
出
場
費
用
は
多
額
と
な
る
た
め
、
ま

ん
の
う
町
補
助
金
等
交
付
規
則
に
よ
り
一
部
助
成

を
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
助
成
制
度
の
条
例
化
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

前
向
き
に
検
討
し
、町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

問答

三好  勝利
議員

一般質問

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に

つ
い
て

Q
先
進
地
を
調
査
し

関
係
機
関
と

相
談
し
ま
す

A
　昨
今
、木
材
の
価
格
は
低
迷
し
、山
も
荒
廃
し
て

き
て
い
ま
す
。こ
の
状
況
の
打
開
策
と
し
て
高
知
県

梼
原
町
の
様
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
取
組
み
を

参
考
に
当
町
に
取
り
入
れ
る
事
に
つ
い
て
質
問
い
た

し
ま
す
。梼
原
町
は
資
本
金
1
0
0
0
万
円
で
事
業

を
興
し
地
元
の
温
泉
等
に
燃
料
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。本
町
も
導
入
す
べ
き
で
す
。

　
香
川
県
内
で
は
間
伐
規
模
が
小
さ
く
、
作
業
道

も
な
く
、
架
線
を
引
け
ば
経
費
が
か
か
る
な
ど
、

採
算
が
取
れ
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
森
林
の
活
用
は
今
後
の

森
林
整
備
と
合
わ
せ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
先
進
地
の
取
り
組

み
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
森
林
組
合
や
国
、
県

な
ど
関
係
機
関
に
相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答

白川  年男
議員
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一
般
質
問
・
各
委
員
会
報
告

　当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
、

①
平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

②
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

③
エ
ピ
ア
み
か
ど
他
11
カ
所
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
の
議
案

に
つ
い
て
慎
重
に
質
疑
応
答
、
議
論

を
重
ね
、①
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

で
可
決
、②
に
つ
い
て
は
全
会
一
致

で
可
決
、③
に
つ
い
て
は
継
続
審
査

と
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、①
に
関

し
て
、人
事
評
価
制
度
の
早
期
運
用
、

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の
見
直
し
、

音
声
告
知
器
の
活
用
、
町
営
バ
ス
の

運
用
等
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
応
答
を
行

い
、
来
年
度
以
降
の
予
算
編
成
に
お

い
て
、
十
分
検
討
し
反
映
さ
せ
て
い

く
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。②
に

関
し
て
、
町
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い

て
、
ま
た
、
満
濃
池
周
辺
施
設
の
借

地
契
約
に
つ
い
て
、
G
I
S
（
地
理

情
報
）
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。③
に
つ
い
て

は
、
現
地
調
査
の
実
施
、
今
後
確
定

す
る
公
社
の
役
員
人
事
等
の
提
出
を

待
っ
て
も
う
少
し
十
分
な
審
査
を
行

う
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
、
継
続
し

て
審
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

常任委員会報告常任委員会報告

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

○
９
月
定
例
議
会
の

　

 

付
託
案
件
の
審
査

　　
（
９
／
19
・
20
）

　当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
、

①
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
決
算
認
定
②
平
成
23
年
度
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認
定
③

平
成
23
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
決

算
認
定
④
平
成
23
年
度
診
療
所
特
別

会
計
決
算
認
定
⑤
平
成
23
年
度
浄
化

槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
決
算
認

定
⑥
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
⑦
平
成
24
年
度
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
⑧
平
成

24
年
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
⑨

平
成
24
年
度
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
の
９
議
案
に
つ

い
て
慎
重
に
質
疑
応
答
、
議
論
を
重

ね
、①
か
ら
⑤
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
で
認
定
、⑥
か
ら
⑨
に
つ
い
て
は

全
会
一
致
で
可
決
と
い
た
し
ま
し

た
。　な

お
、①
か
ら
⑤
に
関
し
て
は
、

要
援
護
者
台
帳
、
出
産
祝
金
、
保
育

料
・
給
食
費
未
納
問
題
、
健
康
づ
く

り
推
進
事
業
、
太
陽
光
発
電
補
助
事

業
、
し
尿
・
浄
化
槽
清
掃
業
者
な
ど

に
つ
い
て
、⑥
か
ら
⑨
に
関
し
て
は
、

戸
籍
専
用
回
線
の
整
備
、
遺
跡
発
掘

調
査
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
を

し
、
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

○
９
月
定
例
議
会
の

　

 

付
託
案
件
の
審
査

　　
（
９
／
14
）

　当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
、

①
平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水

道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
②

平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
下
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
③
平
成

23
年
度
ま
ん
の
う
町
農
業
集
落
排
水

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
④
平

成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て
⑤
字
の
区
域

の
変
更
に
つ
い
て
⑥
平
成
24
年
度
ま

ん
の
う
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
⑦
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
下

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
⑧
平
成
24

年
度
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

　①
〜
④
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致

で
認
定
、⑤
〜
⑧
に
つ
い
て
は
、
全

会
一
致
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。②

に
関
し
て
、
下
水
道
エ
リ
ア
の
今
後

の
設
定
方
針
に
つ
い
て
は
、
現
段
階

で
は
現
在
指
定
し
て
い
る
エ
リ
ア
内

で
の
運
用
を
行
う
と
の
回
答
で
し

た
。⑧
に
関
し
て
、
水
道
会
計
新
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
営
企
業
法
の
改
正
に
よ
り
会
計
制

度
が
見
直
さ
れ
た
た
め
、
現
行
シ
ス

テ
ム
で
は
対
応
で
き
ず
、
新
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
必
要
に
な
っ
た
と
の
回

答
で
し
た
。

○
９
月
定
例
議
会
の

　　付
託
案
件
の
審
査

　　
（
９
／
12
・
13
）

問 一般質問

地
域
防
災
計
画
の

各
地
区
の
実
態
と

地
域
職
員
の
関
わ
り
方

Q
町
職
員
は
地
域
と
の
連
携
が

大
切
で
速
や
か
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す

A
　3・1
1
東
日
本
大
震
災
以
降
地
域
防
災
に
つ
い

て
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、神
野
地
区
に
お
い
て

も
今
年
度
で
3
回
目
の
訓
練
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
町
内
各
地
区
の
防
災
訓
練
の
実
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、防
災
訓
練
に
お
け
る
地
区
の

職
員
に
つ
い
て
の
指
導
は
行
っ
て
い
る
の
か
。勤
務
時

間
外
な
の
で
強
制
は
で
き
な
い
が
、管
理
職
を
中
心

に
地
域
と
の
関
わ
り
が
必
要
だ
と
思
う
が
、町
長
の

所
見
は
。

　住
民
が
防
災
訓
練
等
を
行
う
場
合
は
、
町
の
防

災
担
当
職
員
及
び
仲
多
度
南
部
消
防
組
合
や
琴
平
警

察
署
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
防
災
意
識
の
高
揚
と
地

域
防
災
活
動
の
技
術
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
町
職
員
は
そ
れ

ぞ
れ
の
分
担
に
よ
り
住
民
の
災
害
救
助
支
援
に
当

た
る
た
め
、
関
連
す
る
職
員
は
地
域
と
の
連
携
が

速
や
か
に
出
来
る
よ
う
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
ま

す
。

答

藤田  昌大
議員

　満濃中学校改築工事現場の視察に行
き、現場事務所で工事の進捗について、予
定通り順調に進んでいるとの報告を受け
ました。また、地元業者への工事発注促進

計画書を８月中旬までに提出するよう要請しました。
　満濃中学校の敷地の雨水排水問題については専用の
排水路を設けるということで、工事を実施することに賛
成することにしました。

　㈱まんでがんパートナーズより工事発
注促進計画書の提出があり、改築に伴う町
内業者への工事は、現時点で7社に発注依
頼を予定しており、今後も9件の工事につ

いて順次発注を行い、その請負総額は4億5千万円程度
となるとの説明がありました。
　また、雨水排水管を敷設する町道杉ノ上中村線の現
地視察をしました。

香川県広報発行町議会連絡協議会（定例会及び研修会）報告

満濃中学校改築調査特別委員会

○日　時　平成２４年７月２３日（月）午後１時～
○場　所　香川県自治会館７階会議室
○目　的　「議会だより」のより一層の充実向上を図るため
○出席者　広報特別委員会委員 ５名、事務局 1名

香川県内議会広報発行町で組織する本会に、わがまん
のう町議会も今年度より加入し、定例会審議、研修会
に参加しました。（※県下８町広報委員他５８名出席）

平成２３年度会務報告、決算承認のあと、会則の一部改正により、まんのう町、琴平町の新規加入が
承認されました。次に、平成２４年度事業計画、予算案を承認し会議を閉じました。

今後も研修で学んだ事を生かし、皆様方に親しみを感じていただける「議会だより」を発行できるよ
う、編集委員一同努力してまいります。

香川県地域振興アドバイザーの竹内守善先生より、「広報のあり方について」と題して、町民の方々に
読んでもらう為の広報のポイントをわかりやすく、そして時には自らの県広報に携わった時の失敗談
なども交えながら話していただきました。

②研修会

・分かりやすく、親しみのある広報にするため、常に読者目線を心がけ、難しい言葉は避けること。
・文章は、日常一般に使われる標準的な分かりやすい口語体を使い、役所言葉や専門用語は
  分かりやすい言葉に言い換えること。
・ビジュアル（見た目）を重視し、写真、イラスト、図表などの併用を心がけること。

7

26

8
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①定例会

各
委
員
会
報
告
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一
般
質
問
・
各
委
員
会
報
告

　当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
、

①
平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

②
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

③
エ
ピ
ア
み
か
ど
他
11
カ
所
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
の
議
案

に
つ
い
て
慎
重
に
質
疑
応
答
、
議
論

を
重
ね
、①
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

で
可
決
、②
に
つ
い
て
は
全
会
一
致

で
可
決
、③
に
つ
い
て
は
継
続
審
査

と
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、①
に
関

し
て
、人
事
評
価
制
度
の
早
期
運
用
、

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の
見
直
し
、

音
声
告
知
器
の
活
用
、
町
営
バ
ス
の

運
用
等
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
応
答
を
行

い
、
来
年
度
以
降
の
予
算
編
成
に
お

い
て
、
十
分
検
討
し
反
映
さ
せ
て
い

く
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。②
に

関
し
て
、
町
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い

て
、
ま
た
、
満
濃
池
周
辺
施
設
の
借

地
契
約
に
つ
い
て
、
G
I
S
（
地
理

情
報
）
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。③
に
つ
い
て

は
、
現
地
調
査
の
実
施
、
今
後
確
定

す
る
公
社
の
役
員
人
事
等
の
提
出
を

待
っ
て
も
う
少
し
十
分
な
審
査
を
行

う
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
、
継
続
し

て
審
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

常任委員会報告常任委員会報告

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

○
９
月
定
例
議
会
の

　

 

付
託
案
件
の
審
査

　　
（
９
／
19
・
20
）

　当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
、

①
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
決
算
認
定
②
平
成
23
年
度
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認
定
③

平
成
23
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
決

算
認
定
④
平
成
23
年
度
診
療
所
特
別

会
計
決
算
認
定
⑤
平
成
23
年
度
浄
化

槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
決
算
認

定
⑥
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
⑦
平
成
24
年
度
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
⑧
平
成

24
年
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
⑨

平
成
24
年
度
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
の
９
議
案
に
つ

い
て
慎
重
に
質
疑
応
答
、
議
論
を
重

ね
、①
か
ら
⑤
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
で
認
定
、⑥
か
ら
⑨
に
つ
い
て
は

全
会
一
致
で
可
決
と
い
た
し
ま
し

た
。　な

お
、①
か
ら
⑤
に
関
し
て
は
、

要
援
護
者
台
帳
、
出
産
祝
金
、
保
育

料
・
給
食
費
未
納
問
題
、
健
康
づ
く

り
推
進
事
業
、
太
陽
光
発
電
補
助
事

業
、
し
尿
・
浄
化
槽
清
掃
業
者
な
ど

に
つ
い
て
、⑥
か
ら
⑨
に
関
し
て
は
、

戸
籍
専
用
回
線
の
整
備
、
遺
跡
発
掘

調
査
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
を

し
、
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

○
９
月
定
例
議
会
の

　

 

付
託
案
件
の
審
査

　　
（
９
／
14
）

　当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
、

①
平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水

道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
②

平
成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
下
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
③
平
成

23
年
度
ま
ん
の
う
町
農
業
集
落
排
水

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
④
平

成
23
年
度
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て
⑤
字
の
区
域

の
変
更
に
つ
い
て
⑥
平
成
24
年
度
ま

ん
の
う
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
⑦
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
下

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
⑧
平
成
24

年
度
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

　①
〜
④
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致

で
認
定
、⑤
〜
⑧
に
つ
い
て
は
、
全

会
一
致
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。②

に
関
し
て
、
下
水
道
エ
リ
ア
の
今
後

の
設
定
方
針
に
つ
い
て
は
、
現
段
階

で
は
現
在
指
定
し
て
い
る
エ
リ
ア
内

で
の
運
用
を
行
う
と
の
回
答
で
し

た
。⑧
に
関
し
て
、
水
道
会
計
新
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
営
企
業
法
の
改
正
に
よ
り
会
計
制

度
が
見
直
さ
れ
た
た
め
、
現
行
シ
ス

テ
ム
で
は
対
応
で
き
ず
、
新
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
必
要
に
な
っ
た
と
の
回

答
で
し
た
。

○
９
月
定
例
議
会
の

　　付
託
案
件
の
審
査

　　
（
９
／
12
・
13
）

問 一般質問

地
域
防
災
計
画
の

各
地
区
の
実
態
と

地
域
職
員
の
関
わ
り
方

Q
町
職
員
は
地
域
と
の
連
携
が

大
切
で
速
や
か
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す

A
　3・1
1
東
日
本
大
震
災
以
降
地
域
防
災
に
つ
い

て
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、神
野
地
区
に
お
い
て

も
今
年
度
で
3
回
目
の
訓
練
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
町
内
各
地
区
の
防
災
訓
練
の
実
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、防
災
訓
練
に
お
け
る
地
区
の

職
員
に
つ
い
て
の
指
導
は
行
っ
て
い
る
の
か
。勤
務
時

間
外
な
の
で
強
制
は
で
き
な
い
が
、管
理
職
を
中
心

に
地
域
と
の
関
わ
り
が
必
要
だ
と
思
う
が
、町
長
の

所
見
は
。

　住
民
が
防
災
訓
練
等
を
行
う
場
合
は
、
町
の
防

災
担
当
職
員
及
び
仲
多
度
南
部
消
防
組
合
や
琴
平
警

察
署
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
防
災
意
識
の
高
揚
と
地

域
防
災
活
動
の
技
術
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
町
職
員
は
そ
れ

ぞ
れ
の
分
担
に
よ
り
住
民
の
災
害
救
助
支
援
に
当

た
る
た
め
、
関
連
す
る
職
員
は
地
域
と
の
連
携
が

速
や
か
に
出
来
る
よ
う
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
ま

す
。

答

藤田  昌大
議員

　満濃中学校改築工事現場の視察に行
き、現場事務所で工事の進捗について、予
定通り順調に進んでいるとの報告を受け
ました。また、地元業者への工事発注促進

計画書を８月中旬までに提出するよう要請しました。
　満濃中学校の敷地の雨水排水問題については専用の
排水路を設けるということで、工事を実施することに賛
成することにしました。

　㈱まんでがんパートナーズより工事発
注促進計画書の提出があり、改築に伴う町
内業者への工事は、現時点で7社に発注依
頼を予定しており、今後も9件の工事につ

いて順次発注を行い、その請負総額は4億5千万円程度
となるとの説明がありました。
　また、雨水排水管を敷設する町道杉ノ上中村線の現
地視察をしました。

香川県広報発行町議会連絡協議会（定例会及び研修会）報告

満濃中学校改築調査特別委員会

○日　時　平成２４年７月２３日（月）午後１時～
○場　所　香川県自治会館７階会議室
○目　的　「議会だより」のより一層の充実向上を図るため
○出席者　広報特別委員会委員 ５名、事務局 1名

香川県内議会広報発行町で組織する本会に、わがまん
のう町議会も今年度より加入し、定例会審議、研修会
に参加しました。（※県下８町広報委員他５８名出席）

平成２３年度会務報告、決算承認のあと、会則の一部改正により、まんのう町、琴平町の新規加入が
承認されました。次に、平成２４年度事業計画、予算案を承認し会議を閉じました。

今後も研修で学んだ事を生かし、皆様方に親しみを感じていただける「議会だより」を発行できるよ
う、編集委員一同努力してまいります。

香川県地域振興アドバイザーの竹内守善先生より、「広報のあり方について」と題して、町民の方々に
読んでもらう為の広報のポイントをわかりやすく、そして時には自らの県広報に携わった時の失敗談
なども交えながら話していただきました。

②研修会

・分かりやすく、親しみのある広報にするため、常に読者目線を心がけ、難しい言葉は避けること。
・文章は、日常一般に使われる標準的な分かりやすい口語体を使い、役所言葉や専門用語は
  分かりやすい言葉に言い換えること。
・ビジュアル（見た目）を重視し、写真、イラスト、図表などの併用を心がけること。

7

26

8

23

①定例会

各
委
員
会
報
告
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まんの
う

コラム

提
　言

　最近、議会に関して二つの言説に接した。一つは、「議会は選挙された議員で構成されている。
よって、議会こそが住民の代表機関であり、議会で審議する前に住民に情報を公開し、住民
の意見を聞くことは議会軽視であり、できない。」県内のある自治体での保育所休所問題を巡っ
ての報道であり、議員からよく耳にする。一つは、「議員は一般住民レベルの能力があれば十
分で、一般住民感覚で行政をチェックすればよい。下手に財政分析や条例の議員提案などす
ると執行機関に取り込まれるだけで、議員は住民から非難されようとも甘んずればよい。」あ
る学者のお話である。前者の前段は言うに及ばず、後者の前段は能力に関して疑問もあるが、
住民感覚は要諦である。ただ、いずれも後段はいかがか。前者は、未だにこのような認識が
自治体現場にあることに驚愕する。後者は、議会の存在意義を否定するものである。
　自治体議会は、憲法上「議事機関」と位置づけられ、議員は住民が直接選挙をする。地方
自治法は、「第二章住民」で直接請求権、「第四章選挙」で選挙権・被選挙権、「第五章直接請求」
でその手続、「第六章議会」で議会の組織や権限等を規定している。つまり、法構造上は「住
民→議会」の順である。議会の規定のなかにも、公聴会、関係者等の意見聴取、議事公開、請願、
会議傍聴など住民参加に関する規定も多くある。最近では、議会基本条例で議会報告会の開
催を規定するなど、住民参加型の議会運営も広まっている。しかし、議会に対する住民の視
線は厳しい。行政分野が専門化し、政策の形成執行過程において執行機関が優位に立ち、ま
た執行機関における住民参加が進む一方、議会は「議事機関」ではなく追認機関と化している。
前述の住民参加手法も機能しておらず、例えば傍聴時に議案が配布される議会はほとんどな
く、傍聴するなというに等しい。
　今般、義務付け・枠付けの見直しにより、政省令で規定していた施設サービスの基準を条
例で定めることになった。建前上は、条例制定機関である議会の仕事であるが、果たして議
論に耐え得るか。何も細かな基準について議論せよとはいわない。多様なまた小さくとも大
切な民意を把握し、議論し、反映してこそ、直接公選である議員、合議制代表機関である議
会の存在意義である。
　「代表」は民意をすべて代表できるものではなく（代表の不可能性）、むしろ「代表」が議
論をし、論点を明らかにすることによって民意が形成される（論点明示・民意形成機能）と
いう「代表」の価値観（まんのう町議会基本条例も謳っている。）に、議会・議員は頭を切り
替える必要がある。一つの選挙で一人だけ選ばれる首長代表民主制は、代表の不可能性が高く、
これらの機能も弱い。とすれば、多様な民意を反映できる議会こそ、議会における住民参加
はもとより、住民投票についても議会の存在意義と反すると考えるのではなく、代表の不可
能性を補うものと考えればよい。住民参加型の開かれた議会に変わり、住民と議会との新し
い関係を創っていくことが、住民と自治体の架け橋たる議会の役割である。議会基本条例を
制定したまんのう町議会には、それを実効あるものとすべく、議員の学習と意識改革、そし
て実践を期待する。

「住民と議会」
香川大学法学部 三 野　靖
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日
誌

議 長 日 誌

議 会 日 誌

３日（火）
９日（月）

１１日（水）～１３日（金）

１３日（金）
１８日（水）

１９日（木）
２３日（月）
２５日（水）
２７日（金）

２８日（土）

町老連満濃支部県外研修出発式
土器川改修期成会総会
　丸亀市役所
　
全国森林環境税創設議員連盟第１９回定期総会
　北海道
平成２４年度中学生海外派遣結団式
国道４３８号線整備促進期成同盟通常総会
県道丸亀三好線改良推進協議会理事会
山形県庄内町議会より視察
競艇事業組合決算審査
まんのうかりんカード会総会
四国びとのみらい実行委員会総会
　徳島県三好市
丸亀競艇場記念式典
平成２４年ほしぞらウォーク
　かりんの丘公園
農業委員会意見交換会

１日（水）
３日（金）

４日（土）
７日（火）
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第１回中央女性大学開講式
四国土砂防災ネットワーク連盟役員会・総会
　愛媛県東温市
第３６回まんのうフェスティバル
香川県国保運営協議会長連絡協議会
　高松市　香川県自治会館
県道丸亀三好線改良推進協議会総会
森林管理道琴南財田線建設期成会総会
平成２４年まんのう町成人式
　町民文化ホール
四条地区戦没者慰霊際

１日（土）

５日（水）

６日（木）
９日（日）

１６日（日）

１７日（月）

２２日（土）

２３日（日）
２７日（木）

２８日（金）

２９日（土）

第２７回讃岐まんのう旗少年軟式野球大会
　かりんの丘公園
太鼓台かきくらべ実行委員会
部落解放同盟香川県連合会（網の目）
意見交換会
かりんまつり実行団体打合会
四条地区敬老会
高篠地区敬老会
琴南中学校運動会
吉野地区敬老会
神野地区敬老会
長炭地区敬老会
満濃中学校運動会
　満濃南小学校
川奥地区敬老会
四国四県町村長、議長大会
　愛媛県松山市
交通安全ポスター、標語選考会
第２回仲多度南部消防組合議会定例会
まんのう月見の会
　国営讃岐まんのう公園

１６日（木）

１９日（日）
２４日（金）
２７日（月）

２８日（火）

香川県市町総合事務組合議会定例会
　高松市　香川県自治会館
第５１回仲南地区バレーボール大会
中讃広域行政事務組合議会
香川県町村議会議長会定例会
　高松市　香川県自治会館
国保運営協議会
中部競艇事業組合議会

6（金）
10（火）
11（水）
17（火）

23（月）

26（木）

議会広報特別委員会
議会運営委員会
議会広報特別委員会
第４回臨時会
全員協議会
香川県町村議会広報連絡協議会
　高松市　香川県自治会館
満濃中学校改築・調査特別委員会

6（月）
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23（木）
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教育民生常任委員会
議会広報特別委員会
満濃中学校改築・調査特別委員会
全員協議会
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30（木）
31（金）

教育民生常任委員会
総務常任委員会

6（木）
10（月）
11（火）
12（水）
13（木）
14（金）
19（水）
20（木）
24（月）
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第３回定例会（１日目）
第３回定例会（２日目）
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教育民生常任委員会
総務常任委員会
総務常任委員会
議会運営委員会
第３回定例会（３日目）
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7

　　　　月
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　　　月

8

　月

9

　　　　　　　　月

8

　　　　　　　　月

9

　　　　　　　　月
8

　　　　　　　　月

11月18日（日）午後７時より琴南公民館大
ホールで議会報告会を開催しますので多数

の参加をお待ちしています。

第３回　議会報告会の開催について
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　最近、議会に関して二つの言説に接した。一つは、「議会は選挙された議員で構成されている。
よって、議会こそが住民の代表機関であり、議会で審議する前に住民に情報を公開し、住民
の意見を聞くことは議会軽視であり、できない。」県内のある自治体での保育所休所問題を巡っ
ての報道であり、議員からよく耳にする。一つは、「議員は一般住民レベルの能力があれば十
分で、一般住民感覚で行政をチェックすればよい。下手に財政分析や条例の議員提案などす
ると執行機関に取り込まれるだけで、議員は住民から非難されようとも甘んずればよい。」あ
る学者のお話である。前者の前段は言うに及ばず、後者の前段は能力に関して疑問もあるが、
住民感覚は要諦である。ただ、いずれも後段はいかがか。前者は、未だにこのような認識が
自治体現場にあることに驚愕する。後者は、議会の存在意義を否定するものである。
　自治体議会は、憲法上「議事機関」と位置づけられ、議員は住民が直接選挙をする。地方
自治法は、「第二章住民」で直接請求権、「第四章選挙」で選挙権・被選挙権、「第五章直接請求」
でその手続、「第六章議会」で議会の組織や権限等を規定している。つまり、法構造上は「住
民→議会」の順である。議会の規定のなかにも、公聴会、関係者等の意見聴取、議事公開、請願、
会議傍聴など住民参加に関する規定も多くある。最近では、議会基本条例で議会報告会の開
催を規定するなど、住民参加型の議会運営も広まっている。しかし、議会に対する住民の視
線は厳しい。行政分野が専門化し、政策の形成執行過程において執行機関が優位に立ち、ま
た執行機関における住民参加が進む一方、議会は「議事機関」ではなく追認機関と化している。
前述の住民参加手法も機能しておらず、例えば傍聴時に議案が配布される議会はほとんどな
く、傍聴するなというに等しい。
　今般、義務付け・枠付けの見直しにより、政省令で規定していた施設サービスの基準を条
例で定めることになった。建前上は、条例制定機関である議会の仕事であるが、果たして議
論に耐え得るか。何も細かな基準について議論せよとはいわない。多様なまた小さくとも大
切な民意を把握し、議論し、反映してこそ、直接公選である議員、合議制代表機関である議
会の存在意義である。
　「代表」は民意をすべて代表できるものではなく（代表の不可能性）、むしろ「代表」が議
論をし、論点を明らかにすることによって民意が形成される（論点明示・民意形成機能）と
いう「代表」の価値観（まんのう町議会基本条例も謳っている。）に、議会・議員は頭を切り
替える必要がある。一つの選挙で一人だけ選ばれる首長代表民主制は、代表の不可能性が高く、
これらの機能も弱い。とすれば、多様な民意を反映できる議会こそ、議会における住民参加
はもとより、住民投票についても議会の存在意義と反すると考えるのではなく、代表の不可
能性を補うものと考えればよい。住民参加型の開かれた議会に変わり、住民と議会との新し
い関係を創っていくことが、住民と自治体の架け橋たる議会の役割である。議会基本条例を
制定したまんのう町議会には、それを実効あるものとすべく、議員の学習と意識改革、そし
て実践を期待する。

「住民と議会」
香川大学法学部 三 野　靖
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四国土砂防災ネットワーク連盟役員会・総会
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県道丸亀三好線改良推進協議会総会
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川奥地区敬老会
四国四県町村長、議長大会
　愛媛県松山市
交通安全ポスター、標語選考会
第２回仲多度南部消防組合議会定例会
まんのう月見の会
　国営讃岐まんのう公園

１６日（木）

１９日（日）
２４日（金）
２７日（月）

２８日（火）

香川県市町総合事務組合議会定例会
　高松市　香川県自治会館
第５１回仲南地区バレーボール大会
中讃広域行政事務組合議会
香川県町村議会議長会定例会
　高松市　香川県自治会館
国保運営協議会
中部競艇事業組合議会

6（金）
10（火）
11（水）
17（火）

23（月）

26（木）

議会広報特別委員会
議会運営委員会
議会広報特別委員会
第４回臨時会
全員協議会
香川県町村議会広報連絡協議会
　高松市　香川県自治会館
満濃中学校改築・調査特別委員会

6（月）
21（火）
23（木）
27（月）
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教育民生常任委員会
議会広報特別委員会
満濃中学校改築・調査特別委員会
全員協議会
建設経済常任委員会

30（木）
31（金）

教育民生常任委員会
総務常任委員会

6（木）
10（月）
11（火）
12（水）
13（木）
14（金）
19（水）
20（木）
24（月）
25（火）

議会運営委員会
第３回定例会（１日目）
第３回定例会（２日目）
建設経済常任委員会
建設経済常任委員会
教育民生常任委員会
総務常任委員会
総務常任委員会
議会運営委員会
第３回定例会（３日目）
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11月18日（日）午後７時より琴南公民館大
ホールで議会報告会を開催しますので多数

の参加をお待ちしています。

第３回　議会報告会の開催について
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●この議会だよりは、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町議会事務局　TEL.（73）0109まで

　まんのう町議会便りが発行されるようになりもう少しで一年になりますが、議会で審議された内容が、
我々町民にもわかるようになり大変ありがたいと思っています。その内容は、概ね丁寧に書かれており、
編集される方の苦労がしのばれます。
　あえて申し上げるなら、審議内容の背景の事情を知らない者が読んだ時に、理解しにくい問題もあり、
自分なりの判断を下しかねる場合があります。紙面の都合もあると思いますが、その問題の判断材料と
なる固有の事情等をなるべくわかりやすく掲載していただけるとありがたいと思います。
　今後とも、議会と住民の橋渡しになるよう継続して発行していただけるようお願いします。

琴南地区 さんM

　まんのう町について議会の広報が発行されるようになり、私たちに議会の中の様子が少しは分かるよ
うになりました。しかし、まだまだ具体的な内容や施策は分かりません。私たち青年にも議会が身近な
ものに感じられるよう期待します。
　また、青年会活動に携わる中で、まんのう町について感じる問題は少子化です。運動
会等のイベントに参加した時にクラスの減少を感じました。若者が年々減少するというこ
とは青年会などの活動をする人が少なくなり、町の活性化が難しくなると思います。まん
のう町に若者が集まるような工夫、施設、政策に取り組んでほしいです。

まんのう町青年会  会長 さん石田佑哉

　議会では、住民の皆さんの声を議会運営に反映していきたいと思っておりますので、
ご意見を議会事務局に届けていただければ幸いです。

皆さんも議会に声を届けてください。

●議会事務局　本庁4階 gikai@town.manno.lg.jpメール
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